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このガイドについて

このガイドには、Novell ZENworks 11 SP2 で新しく強化された機能に関する情報と、この
リリースへ正常にアップグレードする際に役立つ情報が記載されています。 

このガイドの情報は、次のように構成されます。 

9 ページの第 1 章「ZENworks 11 SP2 の新機能」

17 ページの第 2 章「ZENworks 11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード」

45 ページの第 3 章「ZENworks 11 SP2 へのサテライトと管理対象デバイスのアップグ
レード」

49 ページの第 4 章「ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップグレード」

55ページの第5章「ZENworks Configuration Management 10.2.2./10.3.x管理対象デバイス
の管理上の考慮事項」

69 ページの付録 A「マニュアルの更新」

対象読者

このガイドは、ZENworks 管理者を対象としています。

フィードバック

本マニュアルおよびこの製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様のご意見
やご要望をお寄せください。オンラインヘルプの各ページの下部にあるユーザコメント機
能を使用してください。

その他のマニュアル

ZENworks 11 には、製品について学習したり、製品を実装したりするために使用できるそ
の他のマニュアル (PDF 形式および HTML 形式の両方 ) も用意されています。追加のマ
ニュアルについては、ZENworks 11 SP2 マニュアル Web サイト (http://www.novell.com/
documentation/beta/zenworks11/) を参照してください。
このガイドについて 7
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1
1ZENworks 11 SP2 の新機能

Novell ZENworks 11 SP2 では、さまざまな機能が追加および強化されています。

9 ページのセクション 1.1「システム要件」

10 ページのセクション 1.2「zman サービス」

10 ページのセクション 1.3「クイックタスクのオプションとステータス」

11 ページのセクション 1.4「既存のアップデートの適用」

11 ページのセクション 1.5「コンテキストを意識したダイナミックグループ」

11 ページのセクション 1.6「アセット管理」

11 ページのセクション 1.7「アセットインベントリ」

12 ページのセクション 1.8「バンドル管理」

12 ページのセクション 1.9「Endpoint Security Management」
13 ページのセクション 1.10「Full Disk Encryption」
13 ページのセクション 1.11「イメージング」

13 ページのセクション 1.12「場所」

13 ページのセクション 1.13「Macintosh サポート」

15 ページのセクション 1.14「パーソナリティマイグレーション」

15 ページのセクション 1.15「ポリシー管理」

15 ページのセクション 1.16「登録」

15 ページのセクション 1.17「リモート管理」

16 ページのセクション 1.18「ユーザ管理」

1.1  システム要件
9 ページのセクション 1.1.1「プライマリサーバと管理対象デバイスのサポート」

10 ページのセクション 1.1.2「インベントリのみデバイスのサポート」

10 ページのセクション 1.1.3「管理ブラウザサポート」

10 ページのセクション 1.1.4「Apache Tomcat」
10 ページのセクション 1.1.5「仮想マシン環境」

1.1.1  プライマリサーバと管理対象デバイスのサポート

次のプラットフォームがサポートされるようになりました。

Red Hat Enterprise Linux 5.6、5.7、および 6.1

次のプラットフォームはもうサポートされていません。

Red Hat Enterprise Linux 5.4 は、プライマリサーバとしてもうサポートされていませ
ん。
ZENworks 11 SP2 の新機能 9
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Windows Server 2008 は、プライマリサーバとしてサポートされなくなりました。

Windows Vista SP1 は、管理対象デバイスとしてはもうサポートされていませんが、イ
ンベントリのみデバイスとして引き続きサポートされます。

1.1.2  インベントリのみデバイスのサポート

次のプラットフォームのサポートが追加されています。

Red Hat Enterprise Linux 5.6、5.7、6.0、および 6.1

1.1.3  管理ブラウザサポート

次のブラウザバージョンがサポートされるようになりました。

Windows デバイスおよび Linux デバイス上の Firefox 6.0、7.0、8.0、9.0、および 10
Internet Explorer 9.0

次のブラウザバージョンはサポートされなくなりました。

Firefox 3.x は、ZENworks Reporting でのみサポートされています。

Firefox 4.x は、サポートされなくなりました。

1.1.4  Apache Tomcat

Apache Tomcat 6.0.33 は、ZENworks 11 SP2 に添付されるようになりました。 

1.1.5  仮想マシン環境

ZENworks 11 SP2 では、ZENworks 管理対象デバイスソフトウェアを次の仮想マシン環境
にインストールできます。

VMware VDI 4.6
XenDesktop 5.0

1.2  zman サービス

zman をサービスとして実行できるようになりました。zman をサービスとして実行すると
zman コマンドがサービスモードで実行され、コマンドの実行時間を短縮できます。

詳細については、「zman サービス」(『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティリ
ファレンス』) を参照してください。

1.3  クイックタスクのオプションとステータス
クイックタスクの通知を管理対象デバイスに送信するプライマリサーバと、クイックタス
クの通知と有効期限のオプションを指定できます。さらに、クイックタスクの通知のス
テータスを表示することもできます。
orks 11 SP2 アップグレードガイド



1.4  既存のアップデートの適用
元のアップデートに失敗した場合に管理対象デバイスにアップデートパッチを適用するた
めの、新しい zman コマンドが作成されました。このコマンドにより、パッチ適用プロセ
スが簡単になります。 

1.5  コンテキストを意識したダイナミックグループ
コンテキストをダイナミックサーバ / ワークステーショングループに追加することができ
ます。ダイナミックグループのメンバーシップは、定義されたコンテキストに基づいて計
算されます。

1.6  アセット管理
ZENworks 11 SP2 リリースのアセット管理では、次の機能が追加および強化されていま
す。

11 ページのセクション 1.6.1「zman コマンドを使用した契約のインポート」

11 ページのセクション 1.6.2「ハイパーリンクを使用した ZENworks アセット管理ド
キュメントの作成」

1.6.1  zman コマンドを使用した契約のインポート

.csv ファイルまたは .txt ファイルから ZENworks に、asset-management-import-contract(zman amic)
コマンドを使用して、契約をインポートできます。コマンドのパラメータとして指定でき
るのは、カンマ区切り値が記述されている .csv または .txt ファイルのパスのみです。イン
ポートされた契約は、ZENworks コントロールセンターで表示できます。詳細について
は、「アセット管理コマンド」(『「ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティリファ
レンス」』) を参照してください。 

1.6.2  ハイパーリンクを使用した ZENworks アセット管理ドキュ

メントの作成

［New Document ( 新規ドキュメント )］メニューに［Hyperlink ( ハイパーリンク )］オプ
ションが追加され、ZENworks アセット管理ドキュメントを作成できるようになりまし
た。

1.7  アセットインベントリ
ZENworks 11 SP2 リリースのアセットインベントリでは、次の機能が追加および強化され
ています。

12 ページのセクション 1.7.1「インベントリコレクションエディタ」

12 ページのセクション 1.7.2「ローカル製品の作成 / 削除権」

12 ページのセクション 1.7.3「管理者が定義したフィールドを使用したダイナミックデ
バイスグループの作成」
ZENworks 11 SP2 の新機能 11
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1.7.1  インベントリコレクションエディタ 

コレクションエディタでは、インベントリデータを表示および管理できます。ワークス
テーションおよびハードウェアデバイスのシリアル番号およびアセットタグを編集した
り、新しいハードウェアを追加したりできます。

ZENworks 管理者は、ZENworks コントロールセンターのログイン資格情報を使用して、
コレクションエディタにアクセスできます。 この機能は、Windows 管理対象デバイスでの
み使用可能です。 詳細については、「インベントリ」(『Novell ZENworks 11 SP2 Adaptive 
Agent ガイド』) を参照してください。

1.7.2  ローカル製品の作成 / 削除権

管理ゾーンに新しくローカル製品の作成 / 削除権が追加されました。この権利を持つ管理
者は、ローカル製品を作成、削除、編集、およびマージできます。 詳細については、

「ローカルソフトウェア製品の作成」(『ZENworks 11 SP2 アセットインベントリリファレ
ンス』) を参照してください。

1.7.3  管理者が定義したフィールドを使用したダイナミックデバイ
スグループの作成

ZENworks 11 SP2 では、［アセットインベントリ］ページで管理者が定義したフィールド
を使用してダイナミックデバイスグループを作成したり、［デバイス］ページおよび［イ
ンベントリ］ページでデバイスを検索したりできます。

1.8  バンドル管理
ZENworks 11 SP2 では、次の機能が強化されています。

Macintosh バンドルのサポート

レジストリ編集アクションを使用してレジストリエントリをファイルにエクスポート
する機能

zman betf コマンドでオプション -c を使用して、バンドルをそのコンテンツと一緒にエ
クスポートする機能 :
zman betf ( バンドルパス ) (XML ファイルパス ) -c

1.9  Endpoint Security Management
エージェントのセキュリティ設定の構成には、現在、セキュリティ設定ポリシーは使用さ
れていません。エージェントのセキュリティ設定は、ZENworks エージェント設定 (［環
境設定］タブ >［管理ゾーンの設定］>［デバイス管理］>［ZENworks エージェント］)
の一部として設定されます。

ZENworks 11 SP2 より前のバージョンのエージェントは、引き続きセキュリティ設定ポリ
シーでサポートされます。 
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1.10  Full Disk Encryption
ZENworks 11 SP2 で新しく導入された ZENworks Full Disk Encryption は、デバイスの電源
オフ時またはハイバネーションモード中に、セクタベースのディスク暗号化およびプレ
ブート認証を使用して、デバイスのローカル固定ボリューム上のデータを保護します。フ
ルディスク ( 全ボリューム ) または選択したボリュームのみを暗号化できます。一時ファ
イル、スワップファイル、およびオペレーティングシステムを含めて選択したボリューム
のすべてが暗号化されます。ボリュームのデータには、認証済みユーザがログインするま
でアクセスできなくなり、CD/DVD やフロッピーディスク、USB ドライブなどのメディ
アからデバイスをブートしてもアクセスすることはできません。

ZENworks Full Disk Encryption の導入手順については、「Full Disk Encryption」
(『ZENworks 11 SP2 管理クイックスタート』) を参照してください。他の情報については、

『ZENworks 11 SP2 Full Disk Encryption ポリシーリファレンス』を参照してください。

1.11  イメージング
ZENworks 11 SP2 リリースでは、次の機能が追加および強化されています。

イメージング NTFS ドライブ向け高性能ドライバ

フルディスク暗号化デバイス向けイメージングサポート

詳細については、『ZENworks 11 SP2 Preboot Service およびイメージングリファレンス』を
参照してください。

1.12  場所
ZENworks 11 SP2 の新しい場所割り当て機能を使用して、場所のサブセットをデバイス
フォルダまたはデバイスに割り当てることができます。 

詳細については、『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』を参照してください。

1.13  Macintosh サポート

ZENworks 11 SP2 には、次に関して Macintosh のサポートが追加されています。 

13 ページのセクション 1.13.1「アセットインベントリ」

14 ページのセクション 1.13.2「バンドル管理」

14 ページのセクション 1.13.3「レポーティング」

14 ページのセクション 1.13.4「リモート管理」

14 ページのセクション 1.13.5「検出と展開」

14 ページのセクション 1.13.6「管理クイックスタート」

14 ページのセクション 1.13.7「Macintosh 用の zac コマンド」

1.13.1  アセットインベントリ

ZENworks 11 SP2 では、Macintosh デバイス上のインベントリデータの収集がサポートさ
れています。詳細については、『ZENworks 11 SP2 アセットインベントリリファレンス』を
参照してください。
ZENworks 11 SP2 の新機能 13
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1.13.2  バンドル管理

ZENworks 11 SP2 には、Macintosh バンドルのサポートが追加されています。詳細につい
ては、『ZENworks 11 SP2 ソフトウェア配布リファレンス』を参照してください。

1.13.3  レポーティング

ZENworks Reporting Server 11 SP2 では、Macintosh デバイスと Macintosh バンドルをサポー
トしています。デバイス関連 ( オペレーティングシステムに関係なく ) およびバンドル固
有のすべてのレポートに、Macintosh デバイスと Macintosh バンドルが一覧表示されます。
詳細については、『ZENworks 11 SP2 システムレポーティングリファレンス』を参照してく
ださい。

1.13.4  リモート管理

ZENworks 11 SP2 では、ZENworks コントロールセンターから Macintosh をリモート管理
できます。詳細については、『ZENworks 11 SP2 リモート管理リファレンス』を参照してく
ださい。

次の Macintosh 関連機能が、ZENworks 11SP2 リリースのリモート管理に追加されました。

Macintosh デバイスでのリモート管理の実行

Macintosh デバイスでのリモートビューセッションの管理

Macintosh デバイスでのリモート SSH セッションの管理

1.13.5  検出と展開

エージェントを手動で Macintosh デバイスに展開することを計画している場合は、
「Manually Deploying the Agent on a Macintosh device」(『 ZENworks 11 SP2 検出、展開、リ
タイアリファレンス』) を参照してください。

1.13.6  管理クイックスタート

Macintosh への手動インストール機能が、ZENworks 11 SP2 リリースの『管理クイックス
タート』に導入されました。詳細については、『ZENworks 11 SP2 管理クイックスタート』
を参照してください。 

1.13.7  Macintosh 用の zac コマンド

zac ユーティリティを使用して、Macintosh 管理対象デバイスでコマンドライン管理機能
を実行できます。

詳細については、『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティリファレンス』を参照
してください。
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1.14  パーソナリティマイグレーション
ZENworks 11 SP2 Personality Migration では、次の Microsoft Office 2010 アプリケーション
がサポートされています。

Microsoft Outlook
Microsoft PowerPoint
Microsoft Excel
Microsoft Word

1.15  ポリシー管理
ZENworks 11 SP2 リリースのポリシー管理では、次の機能が追加および強化されていま
す。

zman petf コマンドで -c オプションを使用して、ポリシーをそのコンテンツと一緒にエ
クスポートする機能 :

zman petf ( ポリシーパス ) (XML ファイルパス ) -c

ZENworks のプリンタポリシーを使用して、標準の TCP/IP プリンタをインストールす
る機能

CUPS プリンタを追加するプリンタポリシーを作成する機能

コマンドの使用法については、『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティリファレ
ンス』を参照してください。プリンタポリシーの詳細については、「プリンタポリシー」
(『ZENworks 11 SP2 Configuration Policies Reference』) を参照してください。

1.16  登録
ZENworks 11 SP2 リリースでは、次の機能が追加および強化されています。

登録ルールにフィルタセットを追加し、OR 条件で複数のルールを結合する機能。

zman を使用して登録ルールを XML ファイルにエクスポートする機能およびエクス
ポートされた XML ファイルをインポートする機能。

登録ルールで MAC アドレスをフィルタとして使用する機能。

デバイスに付ける名前に MAC アドレスを使用する機能。命名テンプレートオプショ
ンに MAC アドレスが追加されています。

zman registration-import-devices コマンドを使用して CSV ファイルからデバイスを登録する
機能。

1.17  リモート管理
ZENworks 11 SP2 リリースでは、次の機能が追加および強化されています。

リモート操作ダイアログボックスにデフォルトでデバイスのIPアドレスを表示できま
す。 
リモート操作中にリモートオペレータが指定した値とオプションはキャッシュされま
す。その後のリモート操作では、デバイスまたはリモートオペレータに基づいて、
キャッシュされた値が自動的に選択されます。
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1.18  ユーザ管理
ZENworks 11 SP2 では、XenDesktop および VDI 環境でシームレスに ZENworks にログイ
ンできます。 
orks 11 SP2 アップグレードガイド



2
2ZENworks 11 SP2 へのプライマリ

サーバのアップグレード

次のいずれかのバージョンがインストールされているプライマリサーバは、ZENworks 11 
SP2 インストールメディアを使用して、直接 ZENworks 11 SP2 にアップグレードできま
す。

ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.1)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.2)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.3)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.4)
ZENworks 11
ZENworks 11 SP1
ZENworks 11 SP1a

次の各セクションでは、ZENworks 11 SP2 へのアップグレードについて説明します。

17 ページのセクション 2.1「アップグレードで行われる処理について」

18 ページのセクション 2.2「データベースに関する検討事項」

19 ページのセクション 2.3「アップグレード順序について」

21 ページのセクション 2.4「前提条件」

23 ページのセクション 2.5「リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベースのアッ
プグレード」

24 ページのセクション 2.6「プライマリサーバのアップグレード」

41 ページのセクション 2.7「ZENworks Reporting Server のアップグレード」

43 ページのセクション 2.8「既知の問題」

43 ページのセクション 2.9「トラブルシューティング」

2.1  アップグレードで行われる処理について
Configuration Management、Asset Management、Asset Inventory、および Patch 
Management を含む、プライマリサーバ上の ZENworks 10 または 11 Configuration 
Management コンポーネントをすべてアップグレードします。

ZENworks 10.3.x サーバの場合、ZENworks 11 Endpoint Security Management および
ZENworks 11 Full Disk Encryption をインストールします。

ZENworks 11 サーバの場合、ZENworks 11 Endpoint Security Management をアップグ
レードし、ZENworks 11 Full Disk Encryption をインストールします。

ZENworks データベースをアップグレードします。これは、最初のサーバのアップグ
レード時に行われます。
ZENworks 11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード 17
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最初のサーバを ZENworks 11 SP2 にアップグレードすると、システム更新を使用して、
ZENworks のサテライトのサポートされているバージョンおよび管理対象デバイスを
ZENworks 11 SP2 にアップグレードできるようになります。 
サテライトと管理対象デバイスを ZENworks 11 SP2 にアップグレードする方法の詳細
については、45 ページの第 3 章「ZENworks 11 SP2 へのサテライトと管理対象デバイ
スのアップグレード」を参照してください。

管理ゾーンレベルで設定された最近接サーバルールのみを移行します。これらのルー
ルは、ルールロジックに従って、場所またはネットワーク環境として ZENworks 11 
SP2 に移行されます。

デバイスおよびデバイスフォルダレベルで設定された最近接サーバルールは移行さ
れません。

注 : すべてのプライマリサーバがアップグレードされるまで、ネットワーク環境名を
変更しないでください。すべてのプライマリサーバのアップグレードが終了する前
に、最近接サーバルールの移行によって作成されたネットワーク環境の名前を変更
すると、アップグレードプロセスによりこれらのネットワーク環境が再び移行され、
ネットワーク環境が追加されることになります。詳細については、Novell Support 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp) で TID 7009843 を参照して
ください。 

バンドルおよびポリシーの作成 / 削除権限と変更権限を、それぞれ発行権限と作成者
権限として変換します。

既存のファイルバンドルとディレクティブバンドルを Windows バンドルに変換しま
す。

Widows バンドルは、ファイルバンドルとディレクティブバンドルによってサポート
されている ( アクションカテゴリを除く ) すべてのカテゴリをサポートします。 
たとえば、 パーソナリティの保存カテゴリを含むディレクティブバンドルは、パーソ
ナリティの保存カテゴリを持つ Windows バンドルとして移行されますが、アクショ
ンカテゴリを含むディレクティブバンドルは、空のカテゴリを持つ Windows バンド
ルとして移行されます。

2.2  データベースに関する検討事項 
ZENworks 10.x または 11.x から ZENworks 11 SP2 にアップグレードする場合、次のガイド
ラインについて検討してください。

外部データベースを使用している場合、そのデータベースをサポートされているデー
タベースバージョンまでアップグレードまたは移行する必要があります。

注 : MS SQL 2008 R2 を互換モードで実行しているデバイスでは、ZENworks 11 SP2 に
アップグレードする前に、互換モードを手動で無効にする必要があります。

サポートされているデータベースの詳細については、「データベースの要件」
(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド (http://www.novell.com/documentation/
zenworks11/)』) を参照してください。

新しいデータベースの詳細は、ZENworks 11 SP2 のアップグレード中に入力を求めら
れるので、記録しておきます。
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データベースが動作しているマシン上でデータベースをアップグレードするか、また
はサードパーティ製アップグレードツールを使用してデータベースを移行するか、
どちらかを実行できます。 
組み込み Sybase データベースを使用している場合、ZENworks アップグレードインス
トーラがデータベースをアップグレードし、再構築します。

注 : 組み込み Sybase データベースをホストしているサーバでは、データベースファ
イルのサイズに等しい量の空き領域を確保する必要があります。

OEM Sybase SQL Anywhere 12 は、ZENworks 11 SP2 でサポートされています。そのた
め、リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベースを使用している場合、リモー
トデータベースサーバでそのデータベースを OEM Sybase SQL Anywhere 12 にアップ
グレードしていることを確認してください。 
リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベースをアップグレードする方法につい
ては、23 ページのセクション 2.5「リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベー
スのアップグレード」を参照してください。

データベースは、同じデータベースの新しいバージョンにのみアップグレードできま
す。アップグレードインストーラを使用して、あるデータベースを別のデータベー
スに移行することはできません。

どの外部データベースでも、データベースをアップグレードする前に、ZENworks
サービスを停止してください。

2.3  アップグレード順序について
ZENworks 11 SP2 をアップグレードする場合、アップグレードは次の順序で実行する必要
があります。 

1. オペレーティングシステムのアップグレード : デバイスにインストールされているオ
ペレーティングシステムが ZENworks でサポートされていない場合、オペレーティン
グシステムをサポートされている最新バージョンにアップグレードします。

サポートされているオペレーティングシステムの詳細については、「オペレーティン
グシステム」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』) を参照してください。

重要 : アップグレードを実行する前に、確実にデータおよび証明書情報をバックアッ
プしてください。

2. データベースのアップグレード : デバイスにインストールされているデータベースの
タイプに応じて、次のステップを実行します。

( 外部データベースまたは OEM Sybase) データベースをサポートされている最新
バージョンにアップグレードします。 たとえば、デバイスに Oracle 10g データ
ベースがインストールされている場合、このデータベースを Oracle 11g リリース
2 にアップグレードする必要があります。外部データベースをアップグレードす
る方法については、サードパーティのユーザマニュアルを参照してください。
OEM Sybase データベースをアップグレードする方法については、23 ページのセ
クション 2.5「リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベースのアップグレー
ド」を参照してください。
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サポートされているデータベースの詳細については、「データベースの要件」
(『 ZENworks 11 インストールガイド (http://www.novell.com/documentation/
zenworks11/)』) を参照してください。

(組み込み Sybase データベース )ZENworks Upgrade Installerがアップグレードを実
行し、サポートされている最新バージョンのデータベースを再構築します。

注 : データベースをアップグレードする前に、そのデータベースへのすべての接続を
停止する必要があります。 
OEM Sybase と ZENworks が同じマシンにインストールされている場合、OEM Sybase
をアップグレードする前に、すべての ZENworks サービスを停止する必要がありま
す。データベースのアップグレードが完了したら、ZENworks をアップグレードする
前に、ZENworks サービスを再起動します。

3. ZENworks のアップグレード : ZENworks を最新バージョンにアップグレードします。

ZENworks 11 SP2 アップグレードプログラムでは、そのプログラムを実行する
サーバのみをアップグレードできます。 
組み込み Sybase データベースを使用している場合、このデータベースをホストし
ているデバイスを最初にアップグレードする必要があります。使用していない
場合は、管理ゾーンのプライマリサーバを任意の順序で選択してアップグレー
ドできます。

注 : 最初のプライマリサーバを Zenworks 11 SP2 にアップグレードしたら、他の
すべてのサーバを ZENworks 11 SP2 にアップグレードする必要があります。

管理ゾーンで初めてアップグレードを実行する場合、プライマリサーバは 1 つず
つしかアップグレードできません。最初のプライマリサーバをアップグレード
したら、他のプライマリサーバは同時に、または任意の順序で、アップグレー
ドできます。

注 : スキーマおよびライセンスの情報は、最初のプライマリサーバのアップグ
レード中にのみ更新され、それ以降のサーバのアップグレード中には更新され
ません。

最初のプライマリサーバをアップグレードする間は、他のすべてのサーバで
ZENworks サービスを停止する必要があります。他のプライマリサーバをアップ
グレードする際、まだアップグレードされていないサーバのサービスは停止す
る必要があります。サービスを停止しない場合、データベースが影響を受ける
可能性があります。

エージェントとサテライトをアップグレードする前に、ゾーン内のすべてのプ
ライマリサーバをアップグレードする必要があります。
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2.4  前提条件
21 ページのセクション 2.4.1「管理ゾーンで最初のアップグレードを実行するための前
提条件」

2.4.1  管理ゾーンで最初のアップグレードを実行するための前提条
件

管理ゾーンで初めてプライマリサーバを ZENworks 11 SP2 にアップグレードする場合、
アップグレードプログラムを実行する前に、次の作業を完了する必要があります。

ZENworks Configuration Management 10.3.xプライマリサーバをZENworks 11 SP2にアッ
プグレードしたい場合、このサーバが ZENworks 11 SP2 のシステム要件をすべて満た
しているか確認します。

詳細については、「プライマリサーバ要件」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』)
を参照してください。

ZENworks データベースをバックアップします。

アップグレード中にデータベースがアクセスされないように、アップグレードされて
いないプライマリサーバ上の ZENworks サービスをすべて停止します。

Windows プライマリサーバ上の ZENworks サービスの停止については、「Stopping 
the ZENworks Services」(「ZENworks Services on a Windows Server」セクション
(『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』)) を参照してください。

Linux プライマリサーバ上の ZENworks サービスの停止については、「Stopping the 
ZENworks Services」(「ZENworks Services on a Linux Server」セクション
(『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』)) を参照してください。

最初のサーバをアップグレードすると、ZENworks Configuration Management 10.2.2/
10.3.x のサテライトと管理対象デバイスの ZENworks 11 SP2 へのアップグレードに、
システム更新を使用できるようになります。これは、システム更新機能を使用して
行うことができます。 
データベースをホストしているサーバが、データベースがアクティブな状態で実行さ
れていることを確認します。

アップグレードを成功させるには、サーバとデータベースの時刻が同期していること
を確認します。 

注 : 

時刻のずれが 2 分未満であれば、エラーは発生しません。

時刻のずれが 24 時間未満の場合、アップグレード中に警告メッセージが表示されま
す。

時刻のずれが 24 時間を超えている場合、エラーメッセージが表示されます。

Windows プライマリサーバに、Windows Installer 4.5 以上がインストールされ、実行中
であることを確認します。
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( 条件付き ) ゾーンに ZENworks Reporting Server がインストールされている場合、次の
ステップを実行して、ZENworks Configuration Management 10.3.0/10.3.1 を ZENworks 
11SP2 にアップグレードします。

1. ZCM 10.3.0/10.3.1 - ZRS レポートバックアップパッチをダウンロードし、インス
トールします。パッチの詳細については、Novell Support Knowledgebase (http://
support.novell.com/search/kb_index.jsp) の TID 7007852 を参照してください。

2. zman report-save コマンドの実行により、レポートとレポートのデータをバック
アップします。 
zman コマンドの詳細については、「「レポートコマンド」」(『ZENworks 11 SP2 コ
マンドラインユーティリティリファレンス』) を参照してください。

ZENworksアップグレードソフトウェアをISOイメージのダウンロードとして入手した
場合、次のいずれかを実行してアップグレード DVD を作成します。

22 ページの 「Windowsを使用して ISOイメージからZENworksインストールDVD
を作成する」

22 ページの 「Linux を使用して ISO イメージから ZENworks インストール DVD を
作成する」

注 : ISO イメージを抽出して、ZENworks 11 SP2 へのアップグレードに使用しないでくだ
さい。

Windows を使用して ISO イメージから ZENworks インストール DVD を作成する

1 ZENworks 11 SP2 アップグレード ISO イメージを Novell ダウンロード Web サイト 
(http://download.novell.com/) から Windows デバイスの一時保管場所にダウンロードし
ます。

2 ISO イメージを DVD に記録します。

Linux を使用して ISO イメージから ZENworks インストール DVD を作成する

1 ZENworks 11 SP2 アップグレード ISO イメージを Novell ダウンロード Web サイト 
(http://www.novell.com/) から Linux デバイスの一時保管場所にダウンロードします。

2 次のコマンドを使用して ISO イメージをマウントします。

mount -o loop /tempfolderpath/isoimagename.iso mountpoint

tempfolderpath を一時フォルダへのパスと置き換えて、isoimagename を ZENworks ISO
ファイル名と置き換え、mountpoint をイメージをマウントするファイルシステムの場
所へのパスと置き換えます。mountpoint によって指定されたパスはすでに存在してい
る必要があります。

たとえば、次のようにします。

mount -o loop /zcm11/ZCM11upgr.iso /zcm11/upgrade

3 ISO イメージを DVD に記録します。
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2.5  リモート OEM Sybase SQL Anywhere データ
ベースのアップグレード
OEM Sybase SQL Anywhere 12 は、ZENworks 11 SP2 でサポートされています。リモート
OEM Sybase SQL Anywhere データベースを使用している場合、リモートデータベース
サーバでそのデータベースを OEM Sybase SQL Anywhere 12 にアップグレードする必要が
あります。 

次のステップを実行して、Sybase エンジンをアップグレードした後、リモート OEM 
Sybase SQL Anywhere データベースをアップグレードし、再構築します。

重要 : リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベースをアップグレードする前に、
データベースファイルをデフォルトの場所にバックアップする必要があります。詳細につ
いては、TID 7009199 (http://www.novell.com/support/) を参照してください。

1 OEM Sybase データベースがリモートマシンにインストールされている場合、すべて
のプライマリサーバで ZENworks サービスを停止する必要があります。しかし、
OEM Sybase データベースが ZENworks サーバにインストールされている場合は、そ
れ以外のサーバでのみサービスを停止する必要があります。ZENworks サーバのサー
ビスの停止と開始は、アップグレードインストーラが実行します。 

2 リモート OEM Sybase SQL Anywhere データベースがインストールされているデバイ
スで、Novell ZENworks 11 SP2 インストール DVD を挿入し、次のいずれかのコマン
ドを実行します。

Windows の場合は、外部データベースサーバで次のコマンドを実行します。
DVD_drive:\setup.exe --upgrade-oemdb

または

DVD_drive:\setup.exe -O

「O」は大文字で入力する必要があります。

Linux の場合は、外部データベースサーバで次のコマンドを実行します。

sh /media/cdrom/setup.sh --upgrade-oemdb

または

sh /media/cdrom/setup.sh -O

「O」は大文字で入力する必要があります。

3［Language Selection( 言語の選択 )］ページで、インストーラを実行する言語を選択
し、［OK］をクリックします。

4［イントロダクション］ページで、［次へ］をクリックし、続行します。

5［使用許諾書］ページで、［次へ］をクリックします。

6［外部データベースの設定］ページで、次のデータベース設定詳細を指定します。

データベース名 : 既存のデータベース名を指定します。.
ユーザ名 : データベースを変更できるユーザを指定します。ユーザはデータベー
スを変更するための読み込み / 書き込み権限を持っている必要があります。

パスワード : データベースの読み込み / 書き込み権限を持つユーザのパスワード
を指定します。
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データベースサーバ名 : OEM Sybase SQL Anywhere データベースサーバの名前を
指定します。

7［次へ］をクリックします。

8 次の画面で、［OK］をクリックし、アップグレードを続行します。

ステップ 6 で指定したデータベース設定詳細が正しい場合、OEM Sybase SQL 
Anywhere データベースがアップグレードされ、［インストールが完了しました］ペー
ジが表示されます。

データベース設定詳細が正しくない場合、エラーメッセージが表示されます。 アップ
グレードを続行するには、［外部データベースの設定］ページで正しいデータベース
設定詳細を入力し直す必要があります。

9［次へ］をクリックします

10［アップグレードは正常に終了しました］ページで、［完了］をクリックし、アップグ
レードを完了します。

注 : アップグレードが完了したら、ログファイル (ZENworks_OEM_Database_Upgrade_< タイム

スタンプ >.log.xml) を調べてエラーを確認します。このログファイルは、Windows の場合は
<Install_location>/Novell/ZENworks/logs、Linux の場合は /var/opt/novell/log/zenworks にあります。エ
ラーが発生した場合は、Novell Support (http://www.novell.com/support) にサポートを依頼し
てください。

2.6  プライマリサーバのアップグレード
アップグレードには、グラフィカルユーザインタフェース (GUI) プログラムまたはコマン
ドライン (Linux のみ ) を使用できます。

24 ページのセクション 2.6.1「GUI を使用した Linux および Windows サーバのアップグ
レード」

38 ページのセクション 2.6.2「コマンドラインを使用した Linux サーバのアップグレー
ド」

重要 : プライマリサーバの ZENworks 11 SP2 へのアップグレードには ZENworks システム
更新を使用しないでください。 

Windows デバイスでは、ZENworks サーバをアップグレードする前に、Windows Update を
実行して使用可能な更新がデバイスにすべてインストールされていることを保証する必要
があります。Windows Update を一度実行した後は無効にして、デバイスの ZENworks
サーバのアップグレード中にそれ以上更新が行われないことを保証します。

2.6.1  GUI を使用した Linux および Windows サーバのアップグ

レード

ZENworks 11 SP2 にアップグレードするプライマリサーバで、次の手順を実行します。

1 21 ページのセクション 2.4「前提条件」で説明されているアップグレードの前提条件
を満たしていることを確認します。
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2 次の手順で、ZENworks 11 SP2 アップグレードプログラムを起動します。

Linux: Linux 端末で、ZENworks 11 SP2 インストールメディアのルートまでブラ
ウズし、setup.sh コマンドを入力します。

Windows:  次のいずれかの操作を行います。

ZENworks 11 SP2 インストールメディアのルートまでブラウズし、setup.exe を
ダブルクリックします。

DOS ウィンドウを開き、ZENworks 11 SP2 インストールメディアのルートま
でブラウズし、setup.exe コマンドを入力します。

3 アップグレード中に、アップグレードデータの詳細を理解する必要が生じた場合は、
26 ページの 表 2-1 「アップグレード情報」に記載されている情報を参照してくださ
い。

GUI アップグレードを使用している場合は、［ヘルプ］ボタンをクリックして同様の
情報を参照することもできます。

4 Windows デバイスで次のいずれかを実行します :
自動的に再起動するように選択した場合は ( アップグレード時に［はい、システ
ムを再起動します］オプションを選択した場合。31 ページの 「サーバの再起動
(Windows の場合のみ )」参照 )、起動プロセスが完了してサービスが開始した
ら、ステップ 6 に進みます。

手動で再起動するように選択した場合は ( アップグレード時に［いいえ、システ
ムを後で手動で再起動します］オプションを選択した場合。31 ページの 「サー
バの再起動 (Windows の場合のみ )」参照 )、アップグレードが完了してサービス
が開始するまで待機し、ステップ 5 で確認する必要があります。

5 アップグレードが完了して ZENworks サービスが再開されたら、次のいずれかを行っ
て、ZENworks 11 SP2 が実行されていることを確認します。

GUI を使用した Windows サービスのチェック : 

サーバで、［スタート］をクリックし、［管理ツール］、［サービス］の順に選択
して［Novell ZENworks Loader］および［Novell ZENworks サーバ］サービスの状
態を確認します。

サービスが実行中でない場合は、サービスを開始します。［Novell ZENworks 
Server］サービスを右クリックして［開始］を選択し、［Novell ZENworks Loader］
サービスを右クリックして［開始］をクリックします。

または、［Novell ZENworks サーバ］の［再起動］オプションを使用して、関連す
るサービスをすべて停止します。これによって、Novell ZENworks ローダを含む
関連する各サービスはいったん停止してから、正しい順番で起動されます。

ZENworks コントロールセンターの実行 : 

ネットワーク内の任意のデバイスの Web ブラウザで、次の URL を使用して
ZENworks コントロールセンターを開きます。

https://DNS_name_or_IP_address_of_Primary_Server:port_number/zenworks

特定のサービスコマンドを使用した Linux サービスのチェック : 

サーバで次のコマンドを実行します。

/etc/init.d/novell-zenserver status

/etc/init.d/novell-zenloader status

サービスが実行されていない場合は、次のコマンドを実行して ZENworks サービ
スを開始します。
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/etc/init.d/novell-zenserver start

/etc/init.d/novell-zenloader start

設定コマンドを使用した Linux サービスのチェック : 

サーバで次のコマンドを実行します。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c SystemStatus

これによりすべての ZENworks サービスおよびその状態が一覧表示されます。

サービスを実行するには、次のコマンドを実行してください。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c Start

6 他のプライマリサーバをアップグレードするには、ステップ 2 から繰り返します。

重要 : 管理ゾーン内にあるプライマリサーバすべてのアップグレードが完了するま
で、これらのステップを繰り返します。システム更新によって ZENworks Adaptive 
Agents がアップグレードされたその他の管理対象デバイスは、まだアップグレード
されていないプライマリサーバには接続できないようにしてください。

ZENworks Configuration Management 10.3.x および ZENworks 11 から ZENworks 11 SP2 に
アップグレードする必要があるアップグレード情報を、インストールフローの順序に従っ
て、次の表に示します。

表 2-1   アップグレード情報

アップグレード情
報

説明

使用許諾契約 使用許諾契約を受諾しない場合は、アップグレードプログラムが終了します。

ZENworks 前提
条件

必要な前提条件を満たしていない場合は、アップグレードを続行できません。満た
されていない要件は、GUI に表示されるか、またはコマンドラインに一覧表示され
ます。詳細については、「システム要件」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』)
を参照してください。

.NET 前提条件が満たされていない場合は、説明内の［ZENworks］リンクをクリッ
クして ZENworks にバンドルされているランタイムバージョンをインストールする
ことができます。.NET 3.5 SP1 フレームワークとそのすべての最新アップデートを
インストールしたか確認します。.NET のインストール後、ZENworks アップグレー
ドが続行します。

Upgrade Type(
アップグレード
タイプ )

管理ゾーンで最初にアップグレードするプライマリサーバの場合は［はい］、それ以
外の場合は［いいえ］を選択します。

［はい］を選択すると、データベース詳細の入力を求められます。 

または

［いいえ］を選択した場合は、35 ページの 表 2-3 「アップグレード情報 - 他のプラ
イマリサーバのアップグレード」で説明する手順を実行します。

Database 
Details( データ
ベース詳細 )

データベース詳細を入力し、<Enter> を押します。
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ゾーン管理者情
報

管理ゾーン管理者のログイン名とパスワードを指定します。

前のステップで［いいえ］を選択した場合、デバイスは指定されたサーバとゾーン
資格情報でデータベースへの接続を試みます。

アップグレード情
報

説明
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ZENworks ライ
センス登録

Novell ZENworks 11 SP2 製品を、アップグレードまたはインストールした後に、有
効 / 無効にします。

注 : ZENworks 11 SP2 ライセンスキーは大文字と小文字が区別されます。アップグ
レードウィザードでライセンスキーを指定する際、個々の文字の大文字小文字の区
別を変更しないでください。

このページは、ゾーンで初めて ZENworks 11 SP2 アップグレードプログラムを実行
した場合または ZENworks 10.3.x のゾーンをアップグレードする場合にのみ表示さ
れます。

注 : ZENworks 10 Configuration Management SP3 を ZENworks 11 SP2 にアップグ
レードする場合は、一覧表示された製品のライセンスがすべて表示されます。ただ
し、ZENworks 11 を ZENworks 11 SP2 にアップグレードする場合は、Full Disk 
Encryption のライセンス詳細のみが表示されます。

ZENworks 10 Configuration Management SP3 からアップグレードされた
ZENworks 11 SP2 製品の有効化 

ZENworks 10 Configuration Management SP3 からアップグレードした ZENworks 
11 SP2 製品を、ZENworks 10 Configuration Management SP3 のライセンス状態に
基づいて、有効にすることができます。 

ZENworks 11 SP2 Configuration Management、ZENworks 11 SP2 Asset 
Management、または ZENworks 11 SP2 Asset Inventory (UNIX/Linux 用 ) は、
アップグレード前のライセンス状態によって、「評価」または「アクティブ」
のどちらかとして有効化できます。 

ZENworks 10.3 製品のライセンス状態が「評価」の場合 :  製品の
ZENworks 11 SP2 ライセンスの状態を「評価」または「アクティブ」の
どちらかとして有効にできます。製品の「評価」状態を有効にするには、
［評価］チェックボックスを選択します。製品の「アクティブ」状態を有
効にするには、ZENworks 11 SP2 アップグレードの購入時に取得したラ
イセンスキーを指定します。ライセンスキーを指定すると、［評価］
チェックボックスが自動的にオフになります。

ZENworks 10.3 製品のライセンス状態が「アクティブ」の場合 :  製品の
ZENworks 11 SP2 ライセンスの状態を「アクティブ」としてのみ有効に
できます。ZENworks 11 SP2 アップグレードの購入時に入手したライセ
ンスキーを指定します。ライセンスキーを指定すると、［評価］チェック
ボックスが自動的にオフになります。

注 : ［評価］チェックボックスを選択して、ZENworks 11 SP2 ライセンス
キーを指定しない場合は、ZENworks 11 SP2 アップグレードを続行でき
ません。

ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態は、自動的に
ZENworks 11 SP2 に移行されます。ZENworks 11 SP2 アップグレードを使用
してライセンス状態を変更することはできません。

ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態は、「評価」ま
たは「アクティブ」です。 ZENworks 11 SP2 Patch Management のライセ
ンス状態は、自動的に「評価」または「アクティブ」として保持されま
す。ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態が「アク
ティブ」の場合、他の ZENworks 11 SP2 製品の「アクティブ」状態や

「評価」状態を有効化しないように選択できます。ZENworks 11 SP2 
Patch Management は、ZENworks Configuration Management がアク
ティブ化されていない場合でも、アクティブ化されます。

アップグレード情
報

説明
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ZENworks 10 Patch Management SP3 のライセンス状態は、「非アクティブ
化」です。 ZENworks 11 SP2 Patch Management のライセンス状態が「非アク
ティブ化」であり、製品が有効にならない場合は、 次の手順で ZENworks 11 
SP2 Patch Management を有効にしてください。

1. 次の ZENworks 11 SP2 製品のいずれかの評価バージョンまたはアクティ
ブバージョンを有効にします。 

ZENworks 11SP2 Configuration Management

ZENworks 11SP2 Asset Management

ZENworks 11SP2 Endpoint Security Management

2. 後で、ZENworks コントロールセンターを介して、ZENworks 11 SP2 
Patch Management を「評価」状態または「アクティブ」状態のいずれか
に有効化します。 

製品をアクティブ化する方法の詳細については、「ZENworks 11 製品ライセ

ンス」(『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』) を参照してくだ
さい。

ZENworks 11 SP2 Endpoint Security Management の有効化 

次のいずれかの操作を行います。

「評価」状態を有効にするには、その［評価］チェックボックスを選択します。

ZENworks 11 SP2 Endpoint Security Management が、60 日間のトライアルラ
イセンスでインストールされます。 

「アクティブ」状態を有効にするには、ZENworks 11 SP2 アップグレードの購
入時に取得したライセンスキーを指定します。 

ライセンスキーを指定すると、［評価］チェックボックスが自動的にオフにな
ります。

ZENworks 11 SP2 Full Disk Encryption の有効化 

次のいずれかの操作を行います。

「評価」状態を有効にするには、その［評価］チェックボックスを選択します。

ZENworks 11 Full Disk Encryption が、60 日間のトライアルライセンスでイン
ストールされます。 

「アクティブ」状態を有効にするには、ZENworks 11 SP2 アップグレードの購
入時に取得したライセンスキーを指定します。 

ライセンスキーを指定すると、［評価］チェックボックスが自動的にオフにな
ります。

ZENworks 診断
センター

ZENworks 診断センターを使用して、データベースを検証します。詳細については、
37 ページの 「ZENworks 診断センターの実行によるデータベースの検証」を参照し
てください。

注 : データベースの検証は、最初のプライマリサーバを ZENworks 11 SP2 にアップ
グレードする前に実行する必要があります。 それ以降のサーバのアップグレードで
は、データベースを検証する必要はありません。

データベースを検証した後、［はい、ZDC を使用してデータベーススキーマを検証
しました］を選択します。このオプションは、ZENworks 診断センターを使用して
ZENworks データベーススキーマが正しいことを検証したことを確認します。 

アップグレード情
報

説明
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アップグレード
前の概要

概要には次のフィールドが表示されます。

ZENworks ホームディレクトリ : アップグレードする ZENworks ソフトウェアがイ
ンストールされているプライマリサーバ上の場所が表示されます。

ゾーン名 : このサーバが属する管理ゾーンの名前が表示されます。

データベースのアップグレード : ZENworks データベースをアップグレードするか
どうかを指定します。ステータスがプログラムによって自動的に確認され、アップ
グレードが必要かどうかチェックされます。

情報を変更するには、［前］をクリックします。

アップグレード
プロセス

ハードウェアの能力によっては、アップグレードプロセスには数十分かかります。 

組み込み Sybase を使用している場合、データベース内のデータ量によっては、
アップグレードにかかる時間が長くなる可能性があります。

アップグレード中に、［キャンセル］をクリックしてアップグレードを停止できま
す。この場合、その時点までにアップグレードされた変更はファイル内にそのまま
残ります。キャンセル後の操作の詳細については、Novell サポート (http://
www.novell.com/support/) にお問い合わせください。

アップグレード
エラー

アップグレード中にエラーが発生した場合は、このページが表示されます。詳細に
ついては、次の場所にあるログファイルを参照してください。 

Windows の場合 

%ZENWORKS_HOME%\logs

%ZENWORKS_HOME%\logs\ZENworks_Upgrade_< タイムスタンプ
>.log.xml

%ZENWORKS_HOME%\logs\loader-messages.log
%ZENWORKS_HOME%\logs\system-update-import.log

%ZENWORKS_HOME%\logs\system-update\< 更新 GUID>
%ZENWORKS_HOME%\logs\pre-global-actions.log

Linux の場合 

/var/opt/novell/log/zenworks

/var/opt/novell/log/zenworks/ZENworks_Upgrade_< タイムスタンプ
>.log.xml

/var/opt/novell/log/zenworks/system-update/< 更新 GUID>
/var/opt/novell/log/zenworks/loader-messages.log
/var/opt/novell/log/zenworks/system-update-import.log
/var/opt/novell/log/zenworks/pre-global-actions.log

エラーを解決して、アップグレードを再開する必要があります。

アップグレード
後アクション

アップグレードプログラムを終了する前に、 ZENworks システムステータスユーティ
リティを実行して、ZENworks サービスのハートビートチェックを起動するように
選択できます。結果はインストールログに転記されます。 

アップグレード情
報

説明
orks 11 SP2 アップグレードガイド
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ZENworks 11 SP1 から ZENworks 11 SP2 にアップグレードする必要があるアップグレード
情報を、インストールフローの順序に従って、次の表に示します。

表 2-2   アップグレード情報

サーバの再起動
(Windows の場合
のみ )

Windows プライマリサーバでアップグレードが成功したら、すぐに再起動するか、
後で再起動するか選択できます。

はい、システムを再起動します : このオプションを選択すると、サーバが再起
動されアップグレード処理が完了します。

いいえ、システムを後で手動で再起動します : このオプションを選択すると、
サーバの次回再起動時にアップグレード処理が完了します。

重要 : アップグレード処理を完了するには、結局はサーバを再起動する必要が
あります。 

アップグレード
の完了

次のアクションを含め、前に選択したアクションが実行されます。

ZENworksデータベースをアップグレードする (最初のプライマリサーバのアッ
プグレード時に実行 )

プライマリサーバにインストールされている ZENworks コンポーネントすべて
のアップグレード

ゾーンへのシステム更新のインポート ( ゾーン内の管理対象デバイスのアップ
グレードが可能になる )

アップグレード情
報

説明

使用許諾契約 使用許諾契約を受諾しない場合は、アップグレードプログラムが終了します。

ZENworks 前提
条件

必要な前提条件を満たしていない場合は、アップグレードを続行できません。満た
されていない要件は、GUI に表示されるか、またはコマンドラインに一覧表示され
ます。詳細については、「システム要件」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』)
を参照してください。

.NET 前提条件が満たされていない場合は、説明内の［ZENworks］リンクをクリッ
クして ZENworks にバンドルされているランタイムバージョンをインストールする
ことができます。.NET 3.5 SP1 フレームワークとそのすべての最新アップデートを
インストールしたか確認します。.NET のインストール後、ZENworks アップグレー
ドが続行します。

ゾーン管理者情
報

管理ゾーン管理者のログイン名とパスワードを指定します。

前のステップで［いいえ］を選択した場合、デバイスは指定されたサーバとゾーン
資格情報でデータベースへの接続を試みます。

アップグレード情
報

説明
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ZENworks ライ
センス登録

Novell ZENworks 11 SP2 製品を、アップグレードまたはインストールした後に、有
効 / 無効にします。

注 : ZENworks 11 SP2 ライセンスキーは大文字と小文字が区別されます。アップグ
レードウィザードでライセンスキーを指定する際、個々の文字の大文字小文字の区
別を変更しないでください。

このページは、ゾーン内で最初に ZENworks 11 SP2 アップグレードプログラムを実
行するときにだけ表示されます。

ZENworks 11 SP2 Full Disk Encryption の有効化 

次のいずれかの操作を行います。

「評価」状態を有効にするには、その［評価］チェックボックスを選択します。

ZENworks 11 Full Disk Encryption が、60 日間のトライアルライセンスでイン
ストールされます。 

「アクティブ」状態を有効にするには、ZENworks 11 SP2 アップグレードの購
入時に取得したライセンスキーを指定します。 

ライセンスキーを指定すると、［評価］チェックボックスが自動的にオフにな
ります。

ZENworks 診断
センター

ZENworks 診断センターを使用して、データベースを検証します。詳細については、
37 ページの 「ZENworks 診断センターの実行によるデータベースの検証」を参照し
てください。

注 : データベースの検証は、最初のプライマリサーバを ZENworks 11 SP2 にアップ
グレードする前に実行する必要があります。 それ以降のサーバのアップグレードで
は、データベースを検証する必要はありません。

データベースを検証した後、［はい、ZDC を使用してデータベーススキーマを検証
しました］を選択します。このオプションは、ZENworks 診断センターを使用して
ZENworks データベーススキーマが正しいことを検証したことを確認します。 

アップグレード
前の概要

概要には次のフィールドが表示されます。

ZENworks ホームディレクトリ : アップグレードする ZENworks ソフトウェアがイ
ンストールされているプライマリサーバ上の場所が表示されます。

ゾーン名 : このサーバが属する管理ゾーンの名前が表示されます。

データベースのアップグレード : ZENworks データベースをアップグレードするか
どうかを指定します。ステータスがプログラムによって自動的に確認され、アップ
グレードが必要かどうかチェックされます。

情報を変更するには、［前］をクリックします。

アップグレード
プロセス

ハードウェアの能力によっては、アップグレードプロセスには数十分かかります。 

組み込み Sybase を使用している場合、データベース内のデータ量によっては、
アップグレードにかかる時間が長くなる可能性があります。

アップグレード中に、［キャンセル］をクリックしてアップグレードを停止できま
す。この場合、その時点までにアップグレードされた変更はファイル内にそのまま
残ります。キャンセル後の操作の詳細については、Novell サポート (http://
www.novell.com/support/) にお問い合わせください。

アップグレード情
報

説明
orks 11 SP2 アップグレードガイド
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アップグレード
エラー

アップグレード中にエラーが発生した場合は、このページが表示されます。詳細に
ついては、次の場所にあるログファイルを参照してください。 

Windows の場合 

%ZENWORKS_HOME%\logs

%ZENWORKS_HOME%\logs\ZENworks_Upgrade_< タイムスタンプ
>.log.xml

%ZENWORKS_HOME%\logs\loader-messages.log
%ZENWORKS_HOME%\logs\system-update-import.log

%ZENWORKS_HOME%\logs\system-update\< 更新 GUID>
%ZENWORKS_HOME%\logs\pre-global-actions.log

Linux の場合 

/var/opt/novell/log/zenworks

/var/opt/novell/log/zenworks/ZENworks_Upgrade_< タイムスタンプ
>.log.xml

/var/opt/novell/log/zenworks/system-update/< 更新 GUID>
/var/opt/novell/log/zenworks/loader-messages.log
/var/opt/novell/log/zenworks/system-update-import.log
/var/opt/novell/log/zenworks/pre-global-actions.log

エラーを解決して、アップグレードを再開する必要があります。

アップグレード
後アクション

アップグレードプログラムを終了する前に、 ZENworks システムステータスユーティ
リティを実行して、ZENworks サービスのハートビートチェックを起動するように
選択できます。結果はインストールログに転記されます。 

サーバの再起動
(Windows の場合
のみ )

Windows プライマリサーバでアップグレードが成功したら、すぐに再起動するか、
後で再起動するか選択できます。

はい、システムを再起動します : このオプションを選択すると、サーバが再起
動されアップグレード処理が完了します。

いいえ、システムを後で手動で再起動します : このオプションを選択すると、
サーバの次回再起動時にアップグレード処理が完了します。

重要 : アップグレード処理を完了するには、結局はサーバを再起動する必要が
あります。 

アップグレード
の完了

次のアクションを含め、前に選択したアクションが実行されます。

ZENworksデータベースをアップグレードする (最初のプライマリサーバのアッ
プグレード時に実行 )

プライマリサーバにインストールされている ZENworks コンポーネントすべて
のアップグレード

ゾーンへのシステム更新のインポート ( ゾーン内の管理対象デバイスのアップ
グレードが可能になる )

アップグレード情
報

説明
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表 2-3   アップグレード情報 - 他のプライマリサーバのアップグレード

インストール情報 説明

Primary Server 
and Zone 
Credentials( プラ
イマリサーバお
よびゾーン資格
情報 )

アップグレード済みのプライマリサーバおよびゾーン資格情報の詳細の入力を求め
られます。

ZENworks 
Database 
Details(ZENwork
s データベース
詳細 )

( 条件付き ) デバイスが、アップグレード済みのプライマリサーバ経由でデータベー
スに接続できない場合、データベースに直接接続するための詳細の入力を求められ
ます。 

注 : この画面は、ZENworks 10 Configuration Management SP3 または ZENworks 11
から ZENworks 11 SP2 にアップグレードしている場合にのみ表示されます。

アップグレード
前の概要

［アップグレード前の概要］ページが表示される前に、サーバ上の ZENworks サービ
スは停止します。この時点でアップグレードをキャンセルした場合、手動で
ZENworks サービスを再開する必要があります。

概要には次のフィールドが表示されます。

ZENworks ホームディレクトリ : アップグレードする ZENworks ソフトウェアがイ
ンストールされているプライマリサーバ上の場所が表示されます。

ゾーン名 : このサーバが属する管理ゾーンの名前が表示されます。

データベースのアップグレード : ZENworks データベースをアップグレードするか
どうかを指定します。ステータスがプログラムによって自動的に確認され、アップ
グレードが必要かどうかチェックされます。

情報を変更するには、［前］をクリックします。

アップグレード
プロセス

ハードウェアの能力によっては、アップグレードプロセスには数十分かかります。
orks 11 SP2 アップグレードガイド



アップグレード
エラー

アップグレード中にエラーが発生した場合は、このページが表示されます。詳細に
ついては、次の場所にあるログファイルを参照してください。

Windows の場合 

%ZENWORKS_HOME%\logs

%ZENWORKS_HOME%\logs\ZENworks_Upgrade_< タイムスタンプ
>.log.xml

%ZENWORKS_HOME%\logs\loader-messages.log
%ZENWORKS_HOME%\logs\system-update-import.log

%ZENWORKS_HOME%\logs\system-update\< 更新 GUID>
%ZENWORKS_HOME%\logs\pre-global-actions.log

Linux の場合 

/var/opt/novell/log/zenworks

/var/opt/novell/log/zenworks/ZENworks_Upgrade_< タイムスタンプ
>.log.xml

/var/opt/novell/log/zenworks/system-update/< 更新 GUID>
/var/opt/novell/log/zenworks/loader-messages.log
/var/opt/novell/log/zenworks/system-update-import.log
/var/opt/novell/log/zenworks/pre-global-actions.log

エラーを解決して、アップグレードを再開する必要があります。

アップグレード
後アクション

アップグレードプログラムを終了する前に、 ZENworks システムステータスユーティ
リティを実行して、ZENworks サービスのハートビートチェックを起動するように
選択できます。結果はインストールログに転記されます。 

サーバの再起動
(Windows の場合
のみ )

Windows プライマリサーバでアップグレードが成功したら、すぐに再起動するか、
後で再起動するか選択できます。

はい、システムを再起動します : このオプションを選択すると、サーバが再起
動されアップグレード処理が完了します。

いいえ、システムを後で手動で再起動します : このオプションを選択すると、
サーバの次回再起動時にアップグレード処理が完了します。

重要 : アップグレード処理を完了するには、結局はサーバを再起動する必要が
あります。 

アップグレード
の完了

次のアクションを含め、前に選択したアクションが実行されます。

ZENworksデータベースをアップグレードする (最初のプライマリサーバのアッ
プグレード時に実行 ).

プライマリサーバにインストールされている ZENworks コンポーネントすべて
のアップグレード .

ゾーンへのシステム更新のインポート ( ゾーン内の管理対象デバイスのアップ
グレードが可能になる )

インストール情報 説明
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ZENworks 診断センターの実行によるデータベースの検証

初めてプライマリサーバを ZENworks 11 SP2 にアップグレードする場合、データベースを
検証する必要があります。それ以降のサーバのアップグレードでは、この手順を実行する
必要はありません。 

37 ページの 「組み込み Sybase データベースまたは OEM Sybase データベースの検証」

37 ページの 「外部データベースの検証」

組み込み Sybase データベースまたは OEM Sybase データベースの検証

1 プライマリサーバのコンソールプロンプトから、次のコマンドを実行します。

Windows の場合 
cd to MEDIA_PATH/Common/tools/zdc 

zdc_verifyDB.bat 

Linux の場合 
cd to MEDIA_PATH/Common/tools/zdc

./zdc_verifyDB 

ZENworks 診断センターは、診断テストを実行し、レポートを HTML 形式で生成しま
す。レポートは、Windows プライマリサーバの場合は
%ZENWORKS_HOME%\logs\zdcreports\%SESSION%ディレクトリ、Linux プライマリサーバの
場合は /var/opt/novell/log/zenworks/zdcreports ディレクトリに、それぞれ保存されます。レ
ポートを表示するには、index.html(report ディレクトリ ) を開きます。 
診断テストの詳細ログは、Windows プライマリサーバの場合は
%ZENWORKS_HOME%\logs\zdcreports\zdc_zen11_verify_%SESSION%.log ディレクトリ、Linux プ
ライマリサーバの場合は /var/opt/novell/log/zenworks/zdcreports ディレクトリに、それぞれ
保存されます。

外部データベースの検証

外部 Sybase、MS SQL、または Oracle などの外部データベースを検証するには、次の手順
を実行します。

1 プライマリサーバのコンソールプロンプトから、次のコマンドを実行します。

Windows の場合 
cd to MEDIA_PATH/Common/tools/zdc 

zdc_verifyDB.bat -d check

Linux の場合 
cd to MEDIA_PATH/Common/tools/zdc

./zdc_verifyDB -d check

注 : -d check パラメータは、データベースをマシン間で移行する場合に限り使用し
てください。同じマシンでデータベースをアップグレードする場合は、-d check
パラメータを使用する必要はありません。
orks 11 SP2 アップグレードガイド



2 データベースのタイプを指定します。データベースタイプに対応する番号を入力しま
す。

(1) Sybase 
(2) MS-SQL
(3) Oracle

3 次のデータベース資格情報を指定します。

データベースサーバ IP 
ポート番号

データベースアクセスユーザ名

注 : MS SQL データベースを使用している場合、ログインに選択している認証タ
イプに応じた形式でユーザ名を入力します。

Windows 認証 : < 名前 >@< ドメイン >
SQL Server 認証 : < 名前 >

データベースアクセスパスワード

データベース名

4 ( 条件付き ) データベースが Sybase である場合、組み込み Sybase データベースかど
うかの入力を求められます。該当する番号を入力します。

(1) はい

(2) いいえ

5 ( 条件付き ) データベースが組み込み Sybase ではない場合、データベースエンジン名
を入力します。

ZDC は、診断テストを実行し、レポートを HTML 形式で生成します。レポートは、
Windows プライマリサーバの場合は %ZENWORKS_HOME%\logs\zdcreports\%SESSION%ディ
レクトリ、Linux プライマリサーバの場合は /var/opt/novell/log/zenworks/zdcreports ディレク
トリに、それぞれ保存されます。レポートを表示するには、index.html(report ディレク
トリ ) を開きます。 
診断テストの詳細ログは、Windows プライマリサーバの場合は
%ZENWORKS_HOME%\logs\zdcreports\zdc_zen11_verify_%SESSION%.log ディレクトリ、Linux プ
ライマリサーバの場合は /var/opt/novell/log/zenworks/zdcreports ディレクトリに、それぞれ
保存されます。

2.6.2  コマンドラインを使用した Linux サーバのアップグレード

ZENworks Configuration Management 10.3.x から ZENworks 11 SP2 にアップグレードしたい
プライマリサーバで、次の手順を実行します。

1 21 ページのセクション 2.4「前提条件」で説明されているアップグレードの前提条件
を満たしていることを確認します。

2 ZENworks 11 SP2 アップグレードプログラムを起動して Linux ターミナルを開き、
アップグレードメディアのルートをブラウズして、次のコマンドを入力します。

setup.sh --console 

または

setup.sh -e 
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3 イントロダクションを確認してから、<Enter> を押して続行します。

ヒント : 「back」と入力し、<Enter> を押すと、前のインストールオプションに戻って
変更を行うことができます。

4 使用許諾契約に同意する場合は、「1」と入力して <Enter> を押します。

デフォルト言語は英語です。使用する言語に対応する番号を選択して続行します。

同意しない場合、アップグレードは終了します。

5 これがアップグレードするプライマリサーバである場合は「Yes」、それ以外の場合は
「No」を入力し、<Enter> を押します。 

6 ( 条件付き ) 前の画面で「Yes」を入力した場合、データベース詳細の入力を求められ
ます。データベース詳細を入力し、<Enter> を押します。 ステップ 8 に進みます。

7 ( 条件付き ) 前の画面で「No」を入力した場合、アップグレード済みのプライマリ
サーバの詳細およびゾーン資格情報の入力を求められます。 要求された詳細を入力
し、<Enter> を押します。 

(条件付き )デバイスがプライマリサーバに接続できた場合、ステップ 14に進みま
す。

( 条件付き ) デバイスがプライマリサーバに接続できない場合、データベース詳細
の入力を求められます。詳細を入力し、ステップ 14 に進みます。

8［ゾーンの管理ユーザの名前を入力します。］行で、<Enter> を押してデフォルト
(Administrator) をそのまま使用するか、または管理者名を指定して <Enter> を押しま
す。

9 管理者のパスワードを指定して <Enter> を押します。

10 デバイスがデータベースサーバに接続できた場合、ステップ 11 に進みます。接続で
きなかった場合、データベース詳細の入力を求められます。データベース詳細を入
力し、<Enter> を押します。 

11 ZENworks 診断センターを実行し、データベースを検証します。詳細については、37 
ページの 「ZENworks 診断センターの実行によるデータベースの検証」を参照してく
ださい。

注 : データベースの検証は、最初のプライマリサーバを ZENworks 11 SP2 にアップグ
レードする前に実行する必要があります。 それ以降のサーバのアップグレードでは、
データベースを検証する必要はありません。

12 ZENworks データベーススキーマが正しいことを、ZENworks 診断センターを使用し
て検証したと確認します。

確認しないと、アップグレードを続行できません。

13 ( 最初のプライマリサーバのアップグレードまたはアップグレードするゾーンが
ZENworks 10.3.x) アップグレード用に取得したライセンスキーを 1 つ指定するたびに
<Enter> を押します。 

注 : ZENworks 11 SP2 ライセンスキーは大文字と小文字が区別されます。ライセンス
キーを指定する際、個々の文字の大文字小文字の区別を変更しないでください。

ライセンスキーを指定しない場合は、単に <Enter> を押して続行します。

14 他のすべてのプライマリサーバで ZENworks サービスを停止し、次に <Enter> を押し
てローカルサーバのサービスを停止します。
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アップグレードの準備をする際、管理ゾーン内にあるすべてのプライマリサーバの
サービスを前もって停止しておく必要があります。アップグレードプログラムを開
始する前にこれらのサービスを手動で停止した場合でも、1 を選択すれば、すべての
サービスを確実に停止できます。

アップグレード中は、データベースサービスを除く ZENworks サービスは一切実行で
きません。

15 アップグレード前の概要を確認し、<Enter> を押して続行します。

管理ゾーン内にある他のプライマリサーバをアップグレードする場合は、このス
テップで <Enter> を押すとアップグレードが開始します。

16［インストールが完了しました］と表示されたら、<Enter> を押して続行します。

エラーが表示された場合、/var/opt/novell/log/zenworks または /var/opt/novell/log/zenworks/
systemupdate/< 更新 GUID> にあるインストールログを参照してください。

17 次の操作を実行して、ZENworks 11 SP2 が実行されていることを確認します。

特定のサービスコマンドを使用した Linux サービスのチェック サーバで次のコ
マンドを実行します。

/etc/init.d/novell-zenserver status

/etc/init.d/novell-zenloader status

サービスが実行されていない場合は、次のコマンドを実行して ZENworks サービ
スを開始します。

/etc/init.d/novell-zenserver start

/etc/init.d/novell-zenloader start

設定コマンドを使用して Linux サービスをチェックする サーバで次のコマンド
を実行します。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c SystemStatus

これによりすべての ZENworks サービスおよびその状態が一覧表示されます。

サービスを実行するには、次のコマンドを実行してください。

/opt/novell/zenworks/bin/novell-zenworks-configure -c Start

ZENworks コントロールセンターの実行 ネットワーク内の任意のデバイスの
Web ブラウザで、次の URL を使用して ZENworks コントロールセンターを開き
ます。

https://DNS_name_or_IP_address_of_Primary_Server/zenworks

これは、ZENworks をインストールした直後のサーバか、管理対象ワークステー
ションから実行できます。

18 他のプライマリサーバをアップグレードするには、ステップ 2 から繰り返します。

アップグレード後のタスクについては、「インストール後のタスク」(『ZENworks 11 SP2
インストールガイド』) を参照してください。

2.7  ZENworks Reporting Server のアップグレー
ド
ZENworks Reporting Server が ZENworks 10 Configuration Management SP 3 を実行している
プライマリサーバにインストールされている場合は、サーバを ZENworks 11 SP2 にアップ
グレードすると ZENworks Reporting Server が機能しなくなります。
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ZENworks Configuration Management 10 SP3 Reporting Server がインストールされている場
合、同じプライマリサーバまたは別のプライマリサーバのどちらかに ZENworks 11 SP 1 
Reporting Server の新しいインスタンスをインストールする必要があります。ZENworks 11 
Reporting Server がインストールされている場合、ZENworks 11 SP1 Reporting Server にアッ
プグレードするか、別のマシンに ZENworks 11 SP1 Reporting Server をインストールするこ
とができます。 ZENworks 11 SP1 Reporting Server から ZENworks 11 SP2 Reporting Server へ
のメディアアップグレードはありません。ゾーン内に ZENworks 11 SP1 Reporting Server が
インストールされている場合、ZENworks プライマリサーバを ZENworks 11 SP2 にアップ
グレードすると、ZENworks Reporting Server のアップグレードが完了します。

注 : 新しいインストールを開始する前に、必ず既存インスタンスのレポートをバックアッ
プしてください。なぜなら、新しいインストールが完了すると、ZENworks Reporting 
Server の新しいインスタンスは機能しなくなり、レポートを取得できなくなるからです。
アーカイブしたレポートは ZENworks Reporting Server の新しいインスタンスに復元できま
す。詳細については、「ZENworks Reporting Server の既存インスタンスを廃止する前にレ
ポートのバックアップを行う」(『ZENworks 11 SP2 Reporting Server インストールガイド』)
を参照してください。

41 ページのセクション 2.7.1「ZENworks 11 SP2 Reporting Server の ZENworks 10 
Configuration Management SP3 Reporting Server がインストールされているプライマリ
サーバへのインストール」

42 ページのセクション 2.7.2「ZENworks 11 SP2 Reporting Server の ZENworks 11 
Reporting Server がインストールされているプライマリサーバへのインストール」

42 ページのセクション 2.7.3「別のサーバへの ZENworks 11 SP2 Reporting Server のイン
ストール」

2.7.1  ZENworks 11 SP2 Reporting Server の ZENworks 10 
Configuration Management SP3 Reporting Server がインストー

ルされているプライマリサーバへのインストール

1 ZENworks Reporting Server の既存インスタンスをアンインストールします。 
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Reporting Server をアンインストールする
手順は、ZENworks 11 Reporting Server に使用する手順と同じです。ZENworks 
Reporting Server をアンインストールする方法の詳細については、「ZENworks 
Reporting Server のアンインストール」(『ZENworks 11 SP2 Reporting Server インストー
ルガイド』) を参照してください。

注 : ZENworks 10 Reporting Server SP3 のアンインストール中、アンインストールウィ
ザードは、［ZENworks 11 Reporting Server のアンインストール］として不正確に表示
されます。ウィザードを続行して、ZENworks 10 Reporting Server SP3 をアンインス
トールできます。

2 17 ページの第 2 章「ZENworks 11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード」の説
明どおりにプライマリサーバをアップグレードしたことを確認します。

3 ZENworks Reporting Server をインストールします。

ZENworks Reporting Server のインストール方法の詳細については、『ZENworks 11 SP2 
Reporting Server インストールガイド』を参照してください。
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4 次のコマンドを実行して、21 ページのセクション 2.4.1「管理ゾーンで最初のアップ
グレードを実行するための前提条件」の説明に従ってバックアップしたレポートと
レポートデータを復元します。

zman report-load ( ソースフォルダ )

ソースフォルダは、すべてのレポートとレポーティング権限のアップロード元にす
るフォルダの場所です。

詳細については、「レポートコマンド」(『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティ
リティリファレンス』) を参照してください。

2.7.2  ZENworks 11 SP2 Reporting Server の ZENworks 11 
Reporting Server がインストールされているプライマリサーバへ

のインストール

1 24 ページのセクション 2.6「プライマリサーバのアップグレード」の説明どおりにプ
ライマリサーバをアップグレードしたことを確認します。

2 ZENworks 11 SP1 Reporting のメディアのインストーラを使用して、ZENworks 
Reporting Server 11 SP2 にアップグレードします。詳細については、『ZENworks 11 SP2 
Reporting Server インストールガイド』を参照してください。

2.7.3  別のサーバへの ZENworks 11 SP2 Reporting Server のイン

ストール

1 17 ページの第 2 章「ZENworks 11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード」の説
明どおりにプライマリサーバをアップグレードしたことを確認します。

2 ZENworks Reporting Server をインストールします。

ZENworks Reporting Server のインストール方法の詳細については、『ZENworks 11 SP2 
Reporting Server インストールガイド』を参照してください。

3 次のコマンドを実行して、21 ページのセクション 2.4.1「管理ゾーンで最初のアップ
グレードを実行するための前提条件」の説明に従ってバックアップしたレポートと
レポートデータを復元します。

zman report-load ( ソースフォルダ )

ソースフォルダは、すべてのレポートとレポーティング権限のアップロード元にす
るフォルダの場所です。

詳細については、「レポートコマンド」(『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティ
リティリファレンス』) を参照してください。

注 : ゾーン内にある ZENworks Reporting Server の前のインスタンスは、いつでもアンイン
ストールできます。ただし、このインスタンスをインストールしたままにしても、現在イ
ンストールされている ZENworks 11 SP2 Reporting Server の機能に影響はありません。
ZENworks 11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード 41



42 ZENw
2.8  既知の問題
Windows プライマリサーバのアップグレード時には、次の問題に遭遇することがありま
すが、これらは無視できます。 

Windows Explorer が、数回、自動的に再起動する。 
次のメッセージを表示したコマンドプロンプトウィンドウが自動的に開く。

For each prompt presented, press ‘enter’ to accept the <default> value, 
type ‘back’ to return to the previous action, or type ‘quit’ to exit.

2.9  トラブルシューティング
次の各セクションでは、ZENworks 11 SP2 で発生する可能性がある問題の解決方法を示し
ます。

43 ページの 「ZENworks 診断センターがデータベーススキーマのエラーを報告する」

44 ページの 「ZENworks 診断センターがデータベーステーブル構造内の不一致エラー
を報告する」

45 ページの 「zmanコマンド (zman rpsv)を使用してZENworks Reporting Serverのレポー
トをバックアップすると失敗する」

ZENworks 診断センターがデータベーススキーマのエラーを報告する

原因: ZENworks 11、アップグレード

説明: ZENworks 10 Configuration Management SP3 を新規にインストールし、
ZENworks 10 Configuration Management SP3 のインストール前にデータ
ベーススキーマを作成したプライマリサーバをアップグレードする場
合、ZENworks 診断センターのデータベーススキーマベリファイアを
実行すると、次のエラーが表示されます。

Mismatch in table 'zInstallationPackage' structure. 
Object type: [Column] , Object name: [Platform] 
Expected: [Name: Platform, Size: 255, Type: VARCHAR, 
Nullable: true] 
Found: [Name: Platform, Size: 32, Type: VARCHAR, Nullable: 
true]

この問題を解決しなくても、ZENworks 11 へのアップグレードを選択
できますが、ZENworks 11 イメージング操作は失敗します。

考えられる原因: ZENworks 診断センターのデータベーススキーマに含まれている SQL
セットは、ZENworks 10 Configuration Management SP3 のインストール
時に作成されるデータベーススキーマに含まれている SQL セットとは
異なります。

アクション: ZENworks 11 にアップグレードする前に、ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 プライマリサーバのいずれかから、次の手順を実行し
てください。

1 適切なユーティリティを使用して、ZENworks データベースに接
続します。
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たとえば、DBISQL ユーティリティを使用して、外部 Sybase デー
タベースに接続します。

1a 外部 Sybase データベースがインストールされたデバイスのコ
マンドプロンプトで、 %ZENWORKS_HOME%\share\ASA\win32 ディ
レクトリ (Windows 上 ) または /opt/novell/zenworks/share/sybase/
bin32s ディレクトリ (Linux 上 ) に移動します。

1b dbisql を入力します。

1c［Identification( 識別 )］タブで、データベース資格情報を指定
します。

1d［データベース］タブで、現在実行されているデータベース
サービスの名前を指定します。

1e［OK］をクリックします。

2 適切なクエリを実行します。

Sybase の場合 :
alter table zInstallationPackage modify Platform 
nvarchar(255);

Oracle の場合 :
alter table zInstallationPackage modify Platform 
varchar2(255 char);

MS SQL の場合 :
alter table zInstallationPackage alter column 
Platform nvarchar(255);

3 プライマリサーバのコンソールプロンプトから、次のコマンドを
実行します。

novell-zenworks-configure -c ZoneConfigUpdateConfigureAction

ZENworks 診断センターがデータベーステーブル構造内の不一致エラーを報告する

原因: ZENworks 11、アップグレード

説明: ZENworks 10 Configuration Management SP3 プライマリサーバが、
ZENworks 10 Configuration Management SP2 より前にセットアップされ
た MS SQL Server データベースに対して設定されたゾーンに存在する
場合は、サーバを ZENworks 11 にアップグレードする前に ZENworks
診断センターのデータベーススキーマベリファイアを実行すると、次
のエラーが発生します。

Mismatch in table 'zPolicyDef' structure. 
Object type: [Column] , Object name: [ComponentName 
Expected: [Name: ComponentName, Size: 64, Type: VARCHAR, 
Nullable: true]
Found: [Name: ComponentName, Size: 64, Type: VARCHAR, 
Nullable: false]

考えられる原因: ZENworks 10 Configuration Management SP2 より前にセットアップされ
たゾーンのデータベーススキーマに含まれる SQL セットが、
ZENworks 診断センターのデータベーススキーマに含まれる SQL セッ
トと異なります。
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アクション: ZENworks 11 にアップグレードする前に、ZENworks 10 Configuration 
Management SP2 より前にセットアップされた MS SQL Server データ
ベースに対して設定されたゾーン内の ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 プライマリサーバのどれかから、次の手順を実行しま
す。

1 Microsoft SQL Server Management Studio ユーティリティなどの適切
なユーティリティを使用して、ZENworks データベースに接続し
ます。

2 次のクエリを実行します。

alter table zPolicyDef alter column ComponentName 
nvarchar(64) null;

zman コマンド (zman rpsv) を使用して ZENworks Reporting Server のレポートをバッ

クアップすると失敗する 

原因: ZENworks 11、アップグレード

説明: ZENworks Reporting Server を ZENworks Configuration Management 
10.3.0/10.3.1 から ZENworks 11 にアップグレードするには、最初にす
べてのレポートをバックアップする必要があります。zman コマンド
(zman rpsv) を実行してレポートおよびレポートデータをバックアップ
すると、エラーを受け取ります。

アクション: ZENworks Configuration Management 10.3.0/10.3.1 を ZENworks 11 に
アップグレードする前に、次のステップを実行します。

1. ZCM 10.3.0/10.3.1 - ZRS レポートバックアップパッチをダウン
ロードし、インストールします。パッチの詳細については、
Novell Support Knowledgebase (http://support.novell.com/search/
kb_index.jsp) の TID 7007852 を参照してください。

2. zman report-save コマンドの実行により、レポートとレポートのデー
タをバックアップします。

zman コマンドの詳細については、「レポートコマンド」
(『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティリファレンス』)
を参照してください。
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3
3ZENworks 11 SP2へのサテライトと

管理対象デバイスのアップグレード

管理対象デバイスとサテライトに次のバージョンのいずれかがインストールされている場
合は、ZENworks 11 SP2 にアップグレードできます。

ZENworks 10 Configuration Management SP2 (10.2.2)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.1)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.2)
ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.3)
ZENworks 10 Configuration Management SP4 (10.3.4)
ZENworks 11
ZENworks 11 SP1
ZENworks 11 SP1a

ZENworks Configuration Management 10.2.2/10.3.x がインストールされた Windows 2000 管理
対象デバイスは、ZENworks 11 SP2 で管理対象デバイスのプラットフォームとして
Windows 2000 がサポートされていないので、アップグレードできません。ただし、
ZENworks Configuration Management 10.2.2/10.3.x がインストールされた Windows 2000 管理
対象デバイスは、ZENworks 11 SP2 プライマリサーバと通信することはできます。

管理対象デバイスとサテライトを ZENworks 11 にアップグレードするには、次の各セク
ションを参照してください。

45 ページのセクション 3.1「サテライトまたは管理対象デバイスをアップグレードす
るための前提条件」

46 ページのセクション 3.2「サテライトと管理対象デバイスのアップグレード」

47 ページのセクション 3.3「既知の制限事項」

3.1  サテライトまたは管理対象デバイスをアップグ
レードするための前提条件
サテライトまたは管理対象デバイスを ZENworks Configuration Management 10.2.2/10.3.x か
ら ZENworks 11 にアップグレードする前に、次のタスクを完了する必要があります。

デバイスが ZENworks 11 SP2 の最小システム要件を満たすことを確認します。

詳細については、「管理対象デバイスの要件」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイ
ド』) を参照してください。

Microsoft .NET 3.5 SP1 以上のフレームワークとその最新の更新がデバイスにインス
トールされ、実行していることを確認します。

Windows Installer 3.1 以上がインストールされていることを確認します。
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(条件付き) ZENworks Configuration Management 10.2.2/10.3.xからZENworks 11にアップ
グレードする場合、ZENworks Endpoint Security Management クライアントがデバイス
にインストールされていないことを確認します。デバイスにクライアントがインス
トールされている場合は、デバイスを ZENworks 11 SP2 にアップグレードする前に、
クライアントをアンインストールする必要があります。

ゾーン内のすべてのプライマリサーバが ZENworks 11 SP2 にアップグレードされたこ
とを確認します。

ステージごとにシステム更新を展開するように選択する場合は、作成するステージに
少なくとも 1 つのステージメンバー ( 個々のデバイスとデバイスを含むグループ ) が
含まれるようにします。

Windows Vista 管理対象デバイスの ZENworks 10 Configuration Management SP3 (10.3.0)
が ZENworks 10 Configuration Management SP3 プライマリサーバに登録されている場
合、サーバを ZENworks 11 SP2 にアップグレードした後は、管理対象デバイスはサー
バに接続できません。 管理対象デバイスを ZENworks 11 プライマリサーバに再接続す
るには、次のどちらかを実行します。

オプション 1: 管理対象デバイスを 10.3.1 にアップグレードし、次に ZENworks 
11 SP2 にアップグレードします。

オプション 2: 管理対象デバイスを ZENworks 11 SP2 にアップグレードしないこ
とを選択する場合、ZENworks Configuration Management 10.3 ゾーンからこのデバ
イスの登録を取り消して、ZENworks 11 SP2 プライマリサーバに登録するための
zac reg コマンドを手動で実行します。

3.2  サテライトと管理対象デバイスのアップグレー
ド
サテライトまたは管理対象デバイスをアップグレードするには、システム更新機能を使用
します。詳細については、「ZENworks システム更新」(『ZENworks 11 SP2 システム管理リ
ファレンス』) を参照してください。

管理対象デバイスに ZENworks 11 更新を展開する際に問題が発生したら、次のログファ
イルを参照してください。

Windows:  installation_path\novell\zenworks\logs\system-
update\5011020000fc50000000002012030723\system-update.log

Linux: /var/opt/novell/log/zenworks/system-update/5011020000fc50000000002012030723/system-update.log

アップグレードログファイルのパス内の 5011020000fc50000000002012030723 は、システ
ム更新の GUID を示しています。

注 : ZENworks Patch Management がインストールされている ZENworks の古いバージョン
(10.3.x、11、11.1) からアップグレードする場合、次のパッチ管理サブスクリプションが
更新されるまで、新しく追加されたデバイスで DAU が失敗する可能性があります。 

サブスクリプションによって DAU バンドルが更新され、同様にバージョンが増えると、
この問題は解決します。既存の ZENworks 10.x または 11 のエージェントは、すでに
analyze.exe モジュールがインストールされているので、この問題の影響を受けません。そ
のため、それらのエージェントは引き続き古い DAU を実行でき、サブスクリプション
サービスによって DAU バンドルが更新されたときに、更新されたパッチエージェントを
受け取ります。
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3.3  既知の制限事項
ZENworks Configuration Management 10.2.2/10.3.xからZENworks 11への管理対象デバイ
スのアップグレード時には、アップグレードが成功の場合でも、エラーメッセージ
または警告が ZENworks コントロールセンターに不正確にログされることがありま
す。

アクション : エラーメッセージを無視し、管理対象デバイスをリフレッシュします。
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4
4ZENworks Virtual Appliance 11 
SP2 へのアップグレード

49 ページのセクション 4.1「ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から
ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップグレード」

54 ページのセクション 4.2「ZENworks Virtual Appliance 11 から ZENworks Virtual 
Appliance 11 SP2 へのアップグレード」

重要 : ZENworks Virtual Appliance をバージョン 10.3.x から 11.2 へアップグレードする場合
と、バージョン 11.x から 11.2 にアップグレードする場合は、同じアップグレードプロセ
スを使用しないでください。

ZENworks Virtual Appliance を 10.3.x から 11.2 にアップグレードするには、新しい
ZENworks 11.2 Appliance を展開し、ZENworks 設定ウィザードで［既存アプライアンスの
移行］オプションを選択します。

ZENworks Virtual Appliance をバージョン 11.x から 11.2 にアップグレードするには、ゾー
ン内のアプライアンス以外のサーバをアップグレードする手順に従います。

4.1  ZENworks 10 Configuration Management 
SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 
11 SP2 へのアップグレード

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 
SP2 にアップグレードするには、まず、ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 を展開する必要
があります。ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual 
Appliance 11 SP2 へのアップグレードには、直接的な方法はありません。この展開は、
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance をホストしている同じ ESX サーバで
実行できます。初めて ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 をブートすると、環境設定ウィ
ザードが起動されます。そのウィザードで、ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 の必要な
ネットワーク識別情報 (IP アドレスと DNS 名 ) を指定する必要があります。ZENworks 
Virtual Appliance 11 SP2 の IP アドレスまたは DNS 名は、アップグレードのために一時的
に使用されますが、その後は不要になります。

ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 のマイグレーションウィザードは、ZENworks 10 
Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップ
グレードと、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual 
Appliance 11 SP2 へのデータと設定のマイグレーションを同時に実行します。マイグレー
ションの完了までの時間は、ネットワークの速度、帯域幅、および移行するデータ量に
よって左右されます。
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重要 : ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 は、ZENworks 10 Configuration Management SP3 
Appliance のネットワーク識別情報を取得します。ZENworks 10 Configuration Management 
SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップグレード後、ZENworks 
10 Configuration Management SP3 Appliance は電源オフになるので、このアプライアンスを
管理ゾーンで使用しないようにしてください。

次の各セクションでは、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から
ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 にアップグレードする方法について説明します。

50 ページのセクション 4.1.1「アップグレード前のタスク」

51 ページのセクション 4.1.2「ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance か
ら ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップグレード」

54 ページのセクション 4.1.3「アップグレード後のタスク」

4.1.1  アップグレード前のタスク

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 
SP2 へのアップグレードを開始する前に、次のタスクを実行します。

17 ページの第 2 章「ZENworks 11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード」のタス
クを必ず実行しておくようにします。

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance とそのデータベースのスナップ
ショットを撮ります。 
ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance から、パーソナルデータ、環境
設定、および自動化スクリプトをバックアップします。

ZENworks プライマリサーバのバックアップを取ります。エラーが発生した場合、
ZENworks プライマリサーバを復元できます。

バックアップの作成方法の詳細については、「ZENworks サーバおよび認証局のバック
アップと復元」(『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』) を参照してくださ
い。

( 条件付き ) ZENworks Reporting Server がインストールされている場合は、zman レ
ポートコマンドを使用して、レポートの信頼性の高いバックアップを取ります。

zman レポートコマンドの詳細については、サーバ上で zman マニュアルページを表
示するか (man zman)、「zman(1)」(『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティ
リファレンス』) を参照してください。

ZENworks 診断センターを使用して、ZENworks データベーススキーマを検証します。

1. zdc_verifyDB_prerequisite.zip ファイルを Novell ダウンロード Web サイト (http://
download.novell.com/Download?buildid=Ftzf11EG9Rc~) からデバイス上の一時的な
場所にダウンロードします。

2. ダウンロードしたファイルを ZENworks 10 Configuration Management SP3 
Appliance にコピーします。

3. ZIP ファイルの内容を一時的に適当な場所に抽出します。

4. コンソールから、抽出した ZENworks 診断センターのファイルを含むディレクト
リに移動します。

5. 次のコマンドを実行します。

/bin/sh zdc_verifyDB
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6. ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.ova ファイルをダウンロードするか、またはマルチ
パートの ZENworks Appliance ZIP ファイルをダウンロードして、OVA ファイル
を作成します。

マルチパートの ZENworks Appliance ZIP ファイルをダウンロードするには、次の
手順を実行します。

次のファイルを一時的にデバイス上の適当なディレクトリにダウンロード
します。

ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.zip.001

ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.zip.002

ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.zip.003

ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.zip.004

ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.zip.005

ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.zip.006

次のユーティリティのいずれかを使用して、ZENworks11SP2_Appliance-
x86_64.zip.001 を展開します。

7-Zip バージョン 4.65 以上

WinZip 9.x 以上

これによって、すべてのマルチパート ZENworks Appliance ZIP ファイル
が自動的にマージされ、ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.ova ファイルが作
成されます。

ZENworks Appliance OVA ファイルをインポートし、仮想インフラストラク
チャに展開します。

7. ( 推奨 ) ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance と同じ ESX サーバ
に ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 を展開します。

8. ( 推奨 ) ZENworks Virtual Appliance 11.2 へのアップグレードを開始する前に、
ZENworks Virtual Appliance 10.3.x のスナップショットを取得します。

4.1.2  ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance
から ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップグレード

ZENworks Appliance イメージは、ZENworks 11 SP2 の 3 つのエディション (Standard、
Advanced、Enterprise) すべてにバンドルされています。

1 ZENworks 11 SP2 ダウンロード Web サイト (http://download.novell.com/
Download?buildid=Ftzf11EG9Rc~) から OVA ファイルをダウンロードするか、マルチ
パート ZENworks Appliance ZIP ファイルをダウンロードして OVA ファイルを作成し
ます。

詳細については、ZENworks 11 SP2 のダウンロードとインストールのページ (http://
www.novell.com/documentation/zenworks112/) を参照してください。

2 ZENworks Appliance のイメージをインポートすることによって、ZENworks Appliance
が事前インストールされた新しい仮想マシンを作成します。
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ZENworks Appliance イメージは、オープン仮想アーカイブ形式
(ZENworks11SP2_Appliance-x86_64.ova) で保存されており、VMware vSphere Client アプリ
ケーションを使用して、VMware インフラストラクチャにインポートできます。 
2a VMware ｖSphere Client アプリケーションを起動します。

2b［ファイル］>［OVF テンプレートの展開］の順にクリックして、［Deploy OVF 
Template(OVF テンプレートの展開 )］ウィザードを起動します。 

2c［ソース］ページで、次のオプションの１つを選択して、［次］をクリックしま
す。 

［ファイルから選択］をクリックし、ZENworks Appliance イメージを含む .ova
ファイルを参照して選択します。 

［URL から展開］をクリックして、Web サーバから .ova ファイルをダウンロー
ドします。 

2d［次へ］をクリックします。

2e プロンプトに従って、.ova ファイルの展開を完了します。

2f 展開が完了したら、［完了］をクリックします。

3 ( オプション ) ステップ 2 で作成した仮想コンピュータのスナップショットを取りま
す。

4 ZENworks Appliance イメージのインポート先にした仮想コンピュータの電源をオンに
します。 

［環境設定］ウィザードが自動的に起動します。 
5［環境設定］ウィザードの［使用言語］ページで、以後、ウィザードで使用したい言

語を選択し、［次］をクリックします。

6［使用許諾契約］ページで、エンドユーザ使用許諾契約と SUSE 使用許諾契約に同意
し、［次］をクリックします。 

7［キーボード］ページで、キーボードレイアウトを設定して、［次］をクリックしま
す。 

8［ネットワーク］ページで、［ネットワークインタフェース］>［イーサネットネット
ワークカード］>［編集］の順にクリックして、次の ZENworks Appliance のネット
ワーク情報を設定します。

ホスト名とサーバ名

サーバには、静的な IP アドレスまたは永久にリースされる DHCP アドレスを持
つ必要があります。 
マシンの IP アドレス ( スタティック IP アドレス用 )
サブネットマスク ( スタティック IP アドレス用 )
デフォルトゲートウェイ ( スタティック IP アドレス用 )

アップグレード先のアプライアンスサーバの IP アドレスまたは DNS 名は、旧アプラ
イアンスサーバのものとは異なる必要があります。ZENworks Virtual Appliance 11 SP2
サーバの IP アドレスと DNS 名が、アップグレード用に一時的に使用されます。

9［Timezone ( タイムゾーン )］ページのシステムで使用するタイムゾーンと時計の設定
は、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance の設定と一致する必要があ
ります。［次］をクリックします。

10［ルートパスワード］ページで、ルートパスワードを指定します。

11［完了］をクリックします。 
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ZENworks 11 SP2 ウィザードが表示されます。このウィザードの起動には、数秒かか
ることがあります。 

12 ZENworks 11 SP2 ウィザードで、［既存アプライアンスの移行］オプションを選択し
て、［次］をクリックします。

13［IP/DNS］フィールドで、リモートアプライアンスサーバの IP アドレスまたは DNS
名を指定します。

14［次へ］をクリックします。

15［ルートパスワード］ダイアログボックスで、ルートパスワードを指定し、［OK］を
クリックします。

16［次へ］をクリックします。

ゾーン管理者の資格情報を入力するように促されます。使用できる資格情報を使用
して、管理ゾーンの認証を受けます。

17 ゾーン内の最初のプライマリサーバをアップグレードする場合は、ステップ 17a に進
み、そうでない場合はステップ 18 までスキップします。

17a［製品のライセンス登録］ページで、製品のライセンスキーを指定して［次］を
クリックします。

17b［ZENworks 診断センター］ページで、［はい、ZDC を使用してデータベースス
キーマを検証しました］チェックボックスを選択して［次］をクリックします。

17c［警告］ページで、［次］をクリックします。

18［アップグレード前の概要］ページで、［インストール］をクリックします。

アップグレードインストーラが、インストールメディアを ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 Appliance から ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 にコピーします。
アップグレードの完了後、環境設定ファイル、コンテンツ、データベース ( データ
ベースが組み込み Sybase の場合 )、およびネットワーク設定 ( ホスト名、IP アドレ
ス、タイムゾーン情報、レポートなど ) が ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 にコ
ピーされます。ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance のネットワーク
設定が無効になり、ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance を搭載した
デバイスの電源がオフになります。

アップグレード処理を完了するには、最終的に ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 を
再起動する必要があります。

19 ( 条件付き ) ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance が ZENworks 
Reporting Server を使用するように設定した場合は、ZENworks Virtual Appliance 11 SP2
に最初にログインする時に ZENworks Reporting Server のウィザードが自動的に起動さ
れます。ZENworks Reporting Server の設定が終了すると、レポートは ZENworks 11 
SP2 Reporting Server にインポートされます。

ZENworks Reporting Server の設定方法の詳細については、「事前インストールした
ZENworks Reporting Server の設定」(『ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 展開および管
理リファレンス』) を参照してください。

20 手動で ZRS を起動するには、/var/adm/zenworks/launchZRS.sh コマンドを実行します。

ZENworks Reporting Server ウィザードを手動で起動し、ZENworks Reporting Server を
設定する方法の詳細については、「ZENworks Reporting Server ウィザードの手動起動」
(『ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 展開および管理リファレンス』) を参照してくだ
さい。
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4.1.3  アップグレード後のタスク

ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 にアップグレードした ZENworks 10 Configuration 
Management SP3 Appliance が動的 IP アドレスを使用するように設定されている場合は、
新サーバの DHCP 設定を手動で更新してから、このサーバの使用を開始する必要があり
ます。

4.2  ZENworks Virtual Appliance 11 から
ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 へのアップグ
レード
ZENworks Virtual Appliance 11 は、ZENworks Configuration Management インストーラを使
用して、ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 にアップグレードできます。サーバの
ZENworks 11 SP2 へのアップグレードの詳細については、17 ページの第 2 章「ZENworks 
11 SP2 へのプライマリサーバのアップグレード」を参照してください。
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5ZENworks Configuration 
Management 10.2.2./10.3.x 管理対

象デバイスの管理上の考慮事項

ZENworks 11 では、ZENworks 11 プライマリサーバから、ZENworks Configuration 
Management 10.2.x/10.3.x 管理対象デバイスを管理できます。次の各セクションを参照し
て、ZENworks 11 プライマリサーバから、ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x
管理対象デバイスを管理する上での考慮事項を理解してください。

55 ページのセクション 5.1「ZENworks Configuration Management 10.3.x 管理対象デバイ
スを管理するための ZENworks 11 サーバの準備」

56ページのセクション 5.2「ZENworks Configuration 10.2.2/10.3.xデバイス用最近接サー
バルールの作成と管理」

67 ページのセクション 5.3「既知の制限事項」

5.1  ZENworks Configuration Management 10.3.x
管理対象デバイスを管理するための ZENworks 11
サーバの準備
ZENworks 11 サーバは、ZENworks Configuration Management 10.3.x 管理対象デバイスと互
換性がありますが、10.3.x ゾーンまたは混合ゾーン (10.3.x 管理対象デバイスと 11.0 の管
理対象デバイスを含む ) に新規インストールされた ZENworks 11 サーバは、次の手順を経
ないと、通信相手の 10.3.x 管理対象デバイスに対するコンポーネント管理機能を提供でき
ません。

次のファイルを、ゾーン内の 10.3.x サーバまたはシステム更新された 11.0 サーバからコ
ピーし、新たにインストールされた ZENworks 11 サーバの該当する場所で置換します。 

Linux の場合 : 

/opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi

/opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi.superceded

Windows の場合 : 

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\novell-*.msi

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\novell-*.msi.superceded

新規インストールされた ZENworks 11 サーバ上のファイルのコピー先 :

Linux の場合 : 

/opt/novell/zenworks/install/downloads/

/opt/novell/zenworks/install/downloads/
ZENworks Configuration Management 10.2.2./10.3.x 管理対象デバイスの管理上の考慮事項 55



56 ZENw
Windows の場合 : 

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\

%ZENWORKS_HOME%\install\downloads\

注 : Linux では、コピーされたすべてのファイルに必ず zenworks:zenworks 所有権があるよう
にします。これらのファイルの適切な所有権を設定するには、次のコマンドを使用しま
す。

chown zenworks:zenworks /opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi

chown zenworks:zenworks /opt/novell/zenworks/install/downloads/novell-*.msi.superceded

5.2  ZENworks Configuration 10.2.2/10.3.x デバイ
ス用最近接サーバルールの作成と管理
ZENworks 管理ゾーンに、1 つ以上のサーバ ( プライマリサーバおよびサテライト ) が含
まれている場合、デバイスがどのサーバに接続されるのかを指定する必要があります。

［最近接サーバルール］パネルでは、デバイスが接続するサーバを決めるルールを作成で
きます。最近接サーバルールでは、サテライトとして設定されているデバイスは、サーバ
と見なされます。

デバイスがサーバに接続する理由として、次の基本的な機能があります。

コレクション : インベントリおよびメッセージログの情報は各デバイスから収集さ
れ、ZENworks コントロールセンターで表示したり、レポートに出力することができ
ます。各 ZENworks プライマリサーバおよび任意のサテライトはコレクションサーバ
として動作できます。

コンテンツ : 管理対象デバイスにコンテンツが提供されます。各 ZENworks プライマ
リサーバおよび任意のサテライトはコンテンツサーバとして動作できます。

設定 : 環境設定および登録情報はデバイスに適用されます。ZENworks プライマリ
サーバのみが設定サーバとして機能できます。

認証 : 管理対象デバイスは、ZENworks サーバにコンタクトして、管理ゾーンに対し
て認証します。各 ZENworks プライマリサーバおよび任意のサテライトは認証サーバ
として動作できます。

デバイスは、すべての機能に対して 1 つのサーバにコンタクトするか、各機能に対して
別々のサーバにコンタクトすることができます。各デバイスには、適用される最密サーバ
ルールが 1 つのみ存在します。デバイスの有効なルールは次のようにして決定されます。

1. デバイスの設定 : デバイスに設定されたすべてのルールを評価します。デバイスが
ルールの基準を満たす場合、そのルールがデバイスの有効なルールになります。

2. フォルダ設定 : 適用されるデバイスルールがない場合は、デバイスの親フォルダに設
定されているすべてのルールが評価されます。デバイスがルールの基準を満たす場
合、そのルールがデバイスの有効なルールになります。満たさない場合は、1 つ上の
階層のフォルダに設定されているルールを評価します。
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3. 管理ゾーン : 適用されるフォルダルールがない場合、管理ゾーンで設定されているす
べてのルールを評価します。デバイスがルールの基準を満たす場合、そのルールが
デバイスの有効なルールになります。基準を満たさない場合は、デバイスにデフォ
ルトルールを適用します。

4. デフォルトルール :  デバイス、フォルダ、または管理ゾーンのルールが適用されな
い場合は、デフォルトルールがデバイスに適用されます。このルールは、デバイス
にコンタクトさせたい順番にコンテンツサーバを並べただけのリストです。

最近接サーバルールは、ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x デバイスおよび
ZENworks 11 デバイスに適用できます。最近接サーバデフォルトルールをデバイスの最近
接サーバの決定に使用したくない場合は、カスタマイズした最近接サーバルールを作成で
きます。ZENworks Configuration 10.2.x/10.3.x デバイスの最近接サーバルールは、3 つのレ
ベル ( 管理ゾーン、デバイスフォルダ、デバイス ) で作成できます。管理ゾーンを
ZENworks 11 に対するベースラインにすると、これらの設定は無効になります。
ZENworks Configuration Management 10.2.x/10.3.x デバイス用にカスタマイズした最近接
サーバルールを作成する場合は、57 ページのセクション 5.2.1「ZENworks Configuration 
10.2.2/10.3.x デバイス用最近接サーバルールの作成」を参照してください。ZENworks 11
デバイスの場合、カスタマイズした最近接サーバは、場所で設定されます。詳細について
は、『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』を参照してください。

次の節を参照してください。 

57 ページのセクション 5.2.1「ZENworks Configuration 10.2.2/10.3.x デバイス用最近接
サーバルールの作成」

67 ページのセクション 5.2.2「ZENworks Configuration 10.2.2/10.3.x デバイス用最近接
サーバルールのバックアップ」

5.2.1  ZENworks Configuration 10.2.2/10.3.x デバイス用最近接

サーバルールの作成

1 ZENworks コントロールセンターを起動します。

2 次のいずれかの操作を行います。

管理ゾーン向けの最近接サーバルールを作成するには、［設定］タブをクリック
して、［インフラ管理］(［管理ゾーンの設定］パネル )>［最近接サーバルール］
の順にクリックします。

デバイスフォルダ向けの最近接サーバルールを作成するには、フォルダの詳細
ページを開いて、［設定］>［インフラ管理］(［設定］パネル )>［最近接サーバ
ルール］の順にクリックします。

デバイス向けの最近接サーバルールを作成するには、デバイスの詳細ページを
開いて、［設定］>［インフラ管理］(［設定］パネル )>［最近接サーバルール］
の順にクリックします。
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3 ( 条件付き ) デバイスまたはデバイスフォルダ向けに最近接サーバルールを作成する
場合、［設定の上書き］をクリックし、［最近接サーバルール］パネルをアクティブ
化します。

［上書き］オプション ( 描画なし ) は、デバイスおよびデバイスフォルダレベルでの
み表示されます。

4［追加］をクリックして、［ルール構築］ダイアログボックスを表示します。

5［ルール名］フィールドに、ルールの名前を指定します。

ZENworks コントロールセンターの中の最近接サーバルールのリスト内に名前が表示
されます。このリストにアクセスするには、左パネルにある［環境設定］をクリッ
クし、［環境設定］タブをクリックし、［管理ゾーンの設定］パネルをクリックして
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開き、［インフラ管理］セクションをクリックして開き、最後に［最近接サーバルー
ル］をクリックします。現在のレベルに対して定義されているすべてのルールがこ
こに表示されます。

6 この最近接サーバルールに、一覧にしたサーバに最近接サーバのデフォルトルールを
付加しない場合は、［最近接サーバのデフォルトルールを除外］チェックボックスを
オンにします。

最近接サーバルール機能は、まずルール内で指定されているサーバを使用し、管理
対象デバイスがその指定されたサーバを利用できない場合は、引き続き最近接サー
バのデフォルトルール内に一覧にされている他のサーバを使用します。そのため、
ルール内で指定されているサーバからのみコンテンツを取得するには、このチェッ
クボックスをオンにして他のすべてのサーバを除外します。

7［ルールロジック］フィールドを使用して、ルールの式を作成します。

式は基準オプション、演算子、および値から構成されます。たとえば、次のように
します。

DNS Name Filter equal to *.novell.com

DNS Name Filter は基準オプションで、equal to が演算子で、*.novell.com が値です。上の例
では、最密サーバルールは、DNS 名が .novell.com で終わるデバイスにのみ適用される
ことになります。

必要に応じて、NOT を使用して式の論理否定を実行できます。たとえば、次のよう
にします。

NOT DNS Name Filter equal to *.novell.com

上の例では、最密サーバルールは、DNS 名が .novell.com で終わらないデバイスにのみ
適用されることになります。

ルールには複数の式を使用できます。たとえば、次のようにします。

DNS Name Filter equal to provo.novell.com or IP Address equal to 192.168.67.12/24

次の条件を使用できます。

オプション 説明

DNS Name Filter フィルタ基準を満たす DNS 名に一致します。正確なフィルタを指定するか、ク
エスチョンマーク (?) やアスタリスク (*) をワイルドカードとして使用して、
DNS 名の中の 1 つ以上の文字と照合します。? は、1 文字と一致し、* は 1 文字
以上と一致します。例 :

provo.novell.com:novell.com のトップレベルドメインの provo サブドメインに
含まれるすべてのデバイスに一致します。

*.novell.com:novell.com のトップドメインの中のすべてのデバイス ( サブドメイ
ンの中のデバイスもすべて ) に一致します。

provo?.novell.com:novell.com のトップドメインの provo1 および provo 2 のサ
ブドメインにあるすべてのデバイスに一致します。provo12 のサブドメイン
にあるデバイスには一致しません。
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8 任意のセクションに一覧にされているサーバを設定するには、次のいずれかを行いま
す。

8a ( 条件付き ) 次のタスクを実行して、どのサーバリスト ( コレクション、コンテ
ンツ、設定、および認証 ) のそれぞれのサーバも管理できます。

IP Address /n 指定した CIDR (Classless Inter-Domain Routing) ブロックに含まれる IP アドレ
スに一致します。CIDR を使用すると、IP アドレスのドット付きの 10 進数の部
分が、8 ビットずつの 4 つのバイトから構成される 32 ビットの 2 進数に変換さ
れます。スラッシュの後に続く数字 (/n) は、プレフィックスの長さを表わし、
アドレスの左側から数えた共有初期ビットの数です。/n の数は 0 ～ 32 のいず
れかで、8、16、24、および 32 が通常使われる数です。例 :

192.168.67.12/16:192.168 で始まるすべての IP アドレスに一致します。

192.168.67.12/24:192.168.67 で始まるすべての IP アドレスに一致します。

タスク 手順 追加の詳細

リストにサーバを追
加する 

1. 目的のサーバリスト ( コレクショ
ン、コンテンツ、設定、または認
証 ) で［追加］をクリックします。

2. 1 つまたは複数の ZENworks サー
バまたはサテライトを参照して選
択します。

3.［OK］をクリックし、選択した
サーバをリストに追加します。

デフォルトで、ZENworks サーバ
すべての機能 ( コレクション、コ
ンツ、設定、および認証 ) をサポ
します。したがって、どのサーバ
トでも、すべての ZENworks サー
選択できます。

ただし、サテライトは、特定の役
レクション、コンテンツ、イメー
グ、および認証 ) 専用に設定でき
これは次のことを意味します。

サテライトを［コレクション
バ］リストに選択した場合、
クションの役割が割り当てら
サテライトだけを選択できま

サテライトを［認証サーバ］
トに選択した場合、認証の役
割り当てられたサテライトだ
選択できます。

サテライトを［コンテンツサ
バ］リストに選択した場合、
テンツまたはイメージングの
が割り当てられたサテライト
を選択できます。

サテライトは設定の役割を実
ません。したがって、［設定
バ］リストには追加できませ

サテライトの役割は、［環境設定］
の［サーバの階層］パネルで設定
ます。

オプション 説明
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8b ( 条件付き ) グループを使用して、サーバへの接続をランダム化します。同じ順
序のリストがすべてのデバイスに送られないように、サーバリストはデバイス
に送信されるたびにランダム化されます。

たとえば、サーバリストに次の項目が含まれているとします。

サーバ 1
グループ 1( サーバ 2、サーバ 3、サーバ 4)
サーバ 5

あるデバイスは、サーバ 1、サーバ 3、サーバ 2、サーバ 4、サーバ 5 というリス
トを受け取ります。

別のデバイスは、サーバ 1、サーバ 4、サーバ 3、サーバ 2、サーバ 5 という別の
リストを受け取ります。

どちらの場合でもサーバ 1 が最初にリストされ、サーバ 5 が最後にリストされて
いますが、グループ 1 内のサーバの順序はランダム化されています。

次のタスクを実行して、どのサーバリスト ( コレクション、コンテンツ、設定、
および認証 ) のサーバグループも管理できます。

リストを並べ替える 1. 目的のサーバリストで、移動する
サーバ、グループ、または L4 ス
イッチのチェックボックスをオン
にします。

2. 必要に応じて［上へ移動］または
［下へ移動］のいずれかをクリッ
クし、リスト内の順序を変更しま
す。

3. 必要に応じて繰り返してリストを
並べ替えます。

リスト内の順序によって、コンタ
するサーバの順序が決まります。
のリスト項目 ( サーバ、グループ
たは L4 スイッチ ) が最初にコンタ
され、続いてリスト項目の 2 番目
番目とコンタクトされます。

リスト内の項目の順序は別々に並
ことができます。このため、ある
トで他のリストよりも上位に配置
サーバを変えることにより、デバ
による作業負荷を分散できます。

コレクションサーバ : サーバ
グループ 1、サーバ 3、L4 ス
チ 5

コンテンツサーバ : L4 スイッ

設定サーバ : サーバ 3、サー
グループ 1

認証サーバ : サーバ 1、サー

リストからサーバを
削除する

1. サーバリストで、削除するサーバ
のチェックボックスをオンにしま
す。

2.［削除］をクリックします。

タスク 手順 追加の詳細
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タスク 手順 追加の詳細

サーバグループを作
成する

1. 目的のサーバリストで、グループ
に含めるサーバのチェックボック
スをオンにして、［グループ］>

［選択からグループを作成］の順
にクリックします。 

または

空のグループを作成する場合は、
［グループ］>［空のグループを作
成］の順にクリックします。 

［グループ］>［グループへの追
加］オプションを使用して、後か
ら空のグループにサーバを追加で
きます。

2. グループの名前を指定し、［OK］
をクリックしてグループをリスト
に追加します。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

サーバをグループに
追加する

1. 目的のサーバリストで、グループ
に追加するサーバのチェックボッ
クスをオンにします。

2.［グループ］>［グループに追加］
の順にクリックします。

3. 次のいずれかの操作を行います。

選択したサーバを新しいグ
ループに追加するには、［新
規作成］を選択し、グループ
名を指定して、［OK］をク
リックします。

選択したサーバを既存のグ
ループに追加するには、［既
存を選択］フィールドのリス
トからグループを選択し、
［OK］をクリックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。
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リストを並べ替える 1. サーバリストで、移動するサー
バ、グループ、または L4 スイッ
チのチェックボックスをオンにし
ます。

2. 必要に応じて［上へ移動］または
［下へ移動］のいずれかをクリッ
クし、リスト内の順序を変更しま
す。

3. 必要に応じて繰り返してリストを
並べ替えます。

リスト内の順序によって、コンタ
するサーバの順序が決まります。
のリスト項目 ( サーバ、グループ
たは L4 スイッチ ) が最初にコンタ
され、続いてリスト項目の 2 番目
番目とコンタクトされます。

リスト内の項目の順序は別々に並
ことができます。このため、ある
トで他のリストよりも上位に配置
サーバを変えることにより、デバ
による作業負荷を分散できます。

コレクションサーバ : サーバ
グループ 1、サーバ 3、L4 ス
チ 5

コンテンツサーバ : L4 スイッ
5、サーバ 2、サーバ 3、サー

設定サーバ : サーバ 3、サー
グループ 1

認証サーバ : グループ 1、L4
イッチ 5、サーバ 1、サーバ

あるリストから別の
リストにグループを
コピーする

1. グループのコピー先のサーバリス
トで、［グループ］>［既存グルー
プのコピー］の順にクリックしま
す。

たとえば、［コレクションサーバ］
リストから［コンテンツサーバ］
リストにグループをコピーするに
は、［コンテンツサーバ］リスト
で［グループ］>［既存グループ
のコピー］の順にクリックしま
す。

2. リストから目的のグループを選択
し、［OK］をクリックしてグルー
プをコピーします。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

グループのサーバがまだ含まれて
いリストにグループをコピーする
リストにないサーバはグループか
除されます。たとえば、グループ
サーバ 1 とサーバ 2 が含まれ、サ
1 を含まないリストにグループ 1
ピーした場合、サーバ 1 はグルー
ら削除されます。 

サーバをグループか
ら削除する

1. サーバリストで、グループを展開
してそのサーバを表示します。

2. グループから削除するサーバの
チェックボックスをオンにしま
す。

3.［グループ］>［グループから削
除］の順にクリックし、［OK］を
クリックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

サーバはサーバリストからは削除
ません。グループから削除される
です。 

タスク 手順 追加の詳細
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8c ( 条件付き ) L4 スイッチの背後でクラスタ化した ZENworks サーバまたはサテラ
イトがある場合は、L4 スイッチを定義して、サーバをその定義に追加できます。
これにより、L4 スイッチは、これらのサーバ間でトラフィックを分散し続けら
れます。

グループを削除する 1. サーバリストで、削除するグルー
プのチェックボックスをオンにし
ます。

2.［グループ］>［グループを削除］
の順にクリックし、［OK］をク
リックします。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

グループのサーバは削除されませ
グループだけが削除されます。

タスク 手順 追加の詳細

L4 スイッチ定義を
作成する

1. サーバリストで、L4 スイッチ定義
に含めるサーバのチェックボック
スをオンにし、［L4 スイッチ］>

［選択から L4 スイッチ定義を作
成］の順にクリックします。

または

空の L4 スイッチ定義を作成する
場合は、［L4 スイッチ］>［空を
作成］の順にクリックします。 

［L4 スイッチ］>［L4 スイッチ定
義に追加］オプションを使用し
て、後から空の定義にサーバを追
加できます。

2. L4 スイッチの DNS 名または IP ア
ドレスを指定し、［OK］をクリッ
クして L4 スイッチをリストに追
加します。

3.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

タスク 手順 追加の詳細
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L4 スイッチ定義に
サーバを追加する

1. サーバリストで、L4 スイッチ定義
に追加するサーバのチェックボッ
クスをオンにします。

2.［L4 スイッチ］>［L4 スイッチ定
義に追加］の順にクリックしま
す。

3. 次のいずれかの操作を行います。

選択したサーバを新しい L4
スイッチ定義に追加するに
は、［新規作成］を選択し、
L4 スイッチの DNS 名または
IP アドレスを指定して
［OK］をクリックします。

選択したサーバを既存の L4
スイッチ定義に追加するに
は、［既存の選択］フィール
ドのリストから L4 スイッチ
定義を選択し、［OK］をク
リックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

リストを並べ替える 1. 目的のサーバリストで、移動する
サーバ、グループ、または L4 ス
イッチのチェックボックスをオン
にします。

2. 必要に応じて［上へ移動］または
［下へ移動］のいずれかをクリッ
クし、リスト内の順序を変更しま
す。

3. 必要に応じて繰り返してリストを
並べ替えます。

リスト内の順序によって、コンタ
するサーバの順序が決まります。
のリスト項目 ( サーバ、グループ
たは L4 スイッチ ) が最初にコンタ
され、続いてリスト項目の 2 番目
番目とコンタクトされます。

リスト内の項目の順序は別々に並
ことができます。このため、ある
トで他のリストよりも上位に配置
サーバを変えることにより、デバ
による作業負荷を分散できます。

コレクションサーバ : サーバ
グループ 1、サーバ 3、L4 ス
チ 5

コンテンツサーバ : L4 スイッ
5、サーバ 2、サーバ 3、サー

設定サーバ : サーバ 3、サー
グループ 1

認証サーバ : グループ 1、L4
イッチ 5、サーバ 1、サーバ

タスク 手順 追加の詳細
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9 管理対象デバイスに向けて、同時にデータを送信する ZENworks サーバの数を指定し
ます。使用できるオプションは次のとおりです。

無制限 : デフォルトでは、有効なルールのリストにリストされたすべてのサーバ
に関するコンタクト情報が、管理対象デバイスに送信されます。さらに、デ
フォルトルールにリストされているサーバのうち、有効なルールで除外されて
いないサーバが、この有効なルールにリストされているサーバに追加されます。 
制限 <number> リストごとのサーバ : サーバと管理対象デバイス間の帯域幅を節
約する必要がある場合は、同時に管理対象デバイスにデータを送信するサーバ
の数を指定します。 

注 : また、最近接サーバのデフォルトルールにある［エージェントに返されるサーバ
を制限する］の設定値を指定することもできます。最近接サーバルールで設定した
制限によって、最近接サーバデフォルトルールで設定した制限が上書きされます。

10 終了したら、［OK］をクリックして［最近接サーバルール］リストにルールを追加し
ます。

11 ステップ 2 からステップ 10 を繰返して追加のルールを作成します。

12 必要に応じて、ルールの作成が終了したら次の操作を行います。

［上へ移動］および［下へ移動］ボタンを使用して、［最近接ルール］リストの
ルールの順序を変更します。

ルールはリストの中の順番通りに評価されます。評価したい順序でルールを配
置する必要があります。

ルールの設定を変更するには、目的のルールを選択して［編集］をクリックし
ます。

L4 スイッチ定義か
らサーバを削除する

1. サーバリストで、L4 スイッチ定義
を展開してそのサーバを表示しま
す。

2. L4 スイッチ定義から削除するサー
バのチェックボックスをオンにし
ます。

3.［L4 スイッチ］>［L4 スイッチ定
義から削除］をクリックし、

［OK］をクリックします。

4.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

サーバはサーバリストからは削除
ません。L4 スイッチ定義から削除
るだけです。 

L4 スイッチ定義を
削除する

1. サーバリストで、［L4 スイッチ］
>［L4 スイッチ定義］の順にク
リックし、［OK］をクリックしま
す。

2.［適用］をクリックして変更を有
効化します。

L4 スイッチ定義のサーバは削除さ
せん。定義だけが削除されます。

タスク 手順 追加の詳細
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5.2.2  ZENworks Configuration 10.2.2/10.3.x デバイス用最近接

サーバルールのバックアップ

ZENworks 管理ゾーンに複雑な最近接サーバルールが設定されている場合、これらのルー
ルをバックアップ手順の中でエクスポートできます。 

次の zman コマンドは、最近接サーバルールのバックアップ時に有効です。

location-copy-rules (loccp): 最近接サーバルールデータをソースデバイスまたはデバイ
スフォルダから、1 つ以上のコピー先デバイスまたはデバイスフォルダにコピーしま
す。

location-export-rules-to-file (loctf): 最近接サーバルールデータ (XML 形式 ) をファイ
ルにエクスポートします。XML ファイを入力として使用して、最近接サーバルール
を作成またはルールを付加できます。

location-import-rules-from-file (locff): 最近接サーバルールデータ (XML 形式 ) をファ
イルからインポートします。

これらのコマンドの詳細と使用方法については、「ロケーションルールコマンド」
(『ZENworks 11 SP2 コマンドラインユーティリティリファレンス』) を参照してください。
これらのコマンドは、ゾーンのベースラインを ZENworks 11 SP2 にした後では有効でなく
なります。

5.3  既知の制限事項
プライマリサーバをZENworks Configuration Management 10.2.2/10.3.xからZENworks 11 
SP2 にアップグレードすると、次の機能はサポートされなくなります。

ZENworks Adaptive Agentの旧バージョン(version 10.2.xまたは10.3.x)がインストー
ルされている管理対象デバイスをサテライトとして昇格する。 
既存の 10.2.x サテライトまたは 10.3.x サテライトのサテライト役割と設定を変更
する。

サンドボックスのみのバンドルまたはポリシーがテストユーザに割り当てられ、この
ユーザが ZENworks 11 管理ゾーンの一部である 10.2.x または 10.3.x の管理対象デバイ
スにログインする場合、バンドルまたはポリシーのユーザ割り当てはどれもデバイ
スにフローしません。

管理対象デバイスでのバンドルのインストールアクションセットの動作は、バンドル
変更管理の導入によって、ZENworks 11 で変更されました。この動作を理解するに
は、「How Bundle Versions Affect an Install Action Set」(『ZENworks 11  SP2 ソフトウェ
ア配布リファレンス』を参照してください。

ZENworks 11 インストールアクションセットの動作に準拠するため、ZENworks 11 管
理ゾーン内の 10.2.x 管理対象デバイスでインストールアクションセットを実行する場
合は、デバイスにパッチを適用する必要があります。パッチの詳細については、
Novell ダウンロード Web サイト (http://download.novell.com/
Download?buildid=CCdDG4BfuJs~) を参照してください。
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A
A マニュアルの更新

このセクションでは、Novell ZENworks 11  SP2 の最初のリリース以降に、この『アップグ
レードガイド』に加えられたドキュメント内容の変更について説明します。変更が行われ
た日付に基づいて、変更が一覧表示されています。

この製品のドキュメントは、HTML および PDF の 2 つの形式で Web にて提供されていま
す。HTML および PDF ドキュメントにはこのセクションに一覧表示された変更が反映さ
れ、最新の状態に保たれています。

使用している PDF ドキュメントが最新のものであるかどうかを知る必要がある場合、
PDF ドキュメントの表紙の発行日を参照してください。

このドキュメントは次の日付に更新されました。

69 ページのセクション A.1「2012 年 3 月 20 日 : 11 SP2」

A.1  2012 年 3 月 20 日 : 11 SP2 
次のセクションが更新されました。

場所 更新内容

9 ページの第 1 章「ZENworks 11 SP2 の新機能」 この新しい章をガイドに追加しました。

17 ページの第 2 章「ZENworks 11 SP2 へのプラ
イマリサーバのアップグレード」

24 ページのセクション 2.6「プライマリサーバの
アップグレード」

次のセクションをアップデートしました。

36 ページの 「ZENworks 診断センターの実行
によるデータベースの検証」
マニュアルの更新 69
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